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iiJ
／
ょ
発
展
状
況
(
1
)
 

げ
元
と
も
通
じ
る
。
そ
し
て
、

し
ょ
う
に
思
わ
れ
る
）

印
刷
本
出
版
と
そ

松

の
関
係
に
着

111

止
べ
ら
れ
て
い
る

／
卜
や
ホ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
に

／
い
文
献
」

(
L
e
g
a
l

そ
の
冒
頭
で

I
/□山
さ
れ
る
文
献
は
：
·
：
•
そ□

は
じ
め
に

第
一
章
印
刷
裳
者
と
法
文
献

第
二
章
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
印
刷
本
の
出
版

お
わ
り
に

付
録
法
文
献
印
刷
業
者
店
舗
概
略
図

現
在
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
（
コ
モ
ン
・
ロ
ー
）
史
研
究
を
代
表
す
る
ベ
イ
カ
ー
の
『
イ
ギ
リ
ス
法
史
入
門

は
じ
め
に

本

）
 
7
 ゜
2
 
6
 
（
 

第
四
版
』
第
一
―
章
は

66

和

羊
ヽヽ
J
'

訓
提
と
し
て

イ
ン
グ
ラ

に
お
け

J

り
廣
扉
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1
1
1
1

の
著
者
達
」

そ
の
一
方
で
、

距
離
が
開
き
、

の
印
刷
に
対

り〉

~
1

賞
賛
に
あ
る
よ
う
な
形

言
う
（
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』

の
一
部
は
、

ク
ッ

を
大
い
に
活
用
し
て
お
い

で
所
有
ー

言
及
し
た
こ
と
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ラ
ン
ド
に
印
刷
術
が
到
屯
/
1

」
/

(
3
)
 

，
又
叫
は
広
く
定
着
し
て
い
た
。

の
先
行
研
究
の
蓄
積
げ
¥

あ
り
、

つ
も
の
、
会
期
制
定
法
や
判
例
報
告
、
そ
れ
ら
の
要
録
が
多
く
を
占
め
て
い
た
。

一
三
世
紀
に
ヘ
ン
リ
・
ド
・
ブ
ラ
ク
ト
ン
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
と
さ
れ
る

(
4
)
 

（
以
下
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
）
も
こ
の
時
期
に
初
め
て
印
刷
さ
れ
た
。
同
書
は
我
か
国
で
も
「
権
威
的
著
書
」

(
a
u
t
h
o
r
i
t
y
b
o
o
k
)

の一

角
を
為
す
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
プ
ラ
ク
ネ
ソ
ト
も
ま
た
多
く
の
頁
を
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
に
割
い
て
い
る
よ
う
に
、
同
書
は

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
の
歴
史
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
が
、

お
よ
そ
百
↑
仄

コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
達
に
伴
う
実
務
内
容
と
同
書
の
著
述
内
容
と
の

よ
り
個
別
的
な
著
作
の
需
要
の
増
加
に
よ
る
法
文
献
の
細
分
化
の
波
の
中
で
、

戸

6
)

下
し
た
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
で
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
は
、
「
印
刷
機
が
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』

立
し
」
、
同
書
の
印
刷
本
を
「
お
そ
ら
く
我
々
が
か
つ
て
見
た
印
刷
物
の
な
か
で
最
も
で
き
の
よ
い
法
律
書
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い

る
。
そ
し
て
、
近
代
に
お
け
る
同
書
の
影
響
に
つ
い
て
、
中
世
法
学
者
と
し
て
の
同
書
の
位
置
づ
け
や
そ
の
ロ
ー
マ
法
学
識
が
、

サ
ー
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ク
ッ
ク
や
ホ
ウ
ル
ト
判
事
と
い
っ
た
法
曹
を
通
じ
て
、
近
代
期
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
に
寄
与
し
た
と
評
価

(
7
)
 

す
る
。
実
際
、
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
の
「
国
王
は
神
と
法
の
下
に
あ
り
」
の
文
言
は
、
か
の
「
国
王
の
禁
止
令
状
事
件
」
に
て
ク
ッ
ク
が

ク
ッ
ク
は
ま
た

I' ) 

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
学
提
要

っ
た
こ
と
、
そ
の
中

の
法
文
献
と
し
て
の
地
位
を
確

第
二
部
』
な
ど
で

8
)
 

（
 

CJ
き
る
。
そ
の
一
方
で
、

つ
[
)
。
こ
こ
か

『
ブ
ラ
ク
ト

一
四
世
紀
に
は
既
に
同
書
の
人
気
が
低

、
後
述
す
る
よ
う
に
法
竺
JI

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
法
と
慣
習
』

い
は
必
携
書
的
地
位

f̀
n

法
曹
や
法
学
生
に
口
叫

(
2
)
 

I
:

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
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了

っ
た
彼
に
と
っ
て
、

て
い
た
法
文
献

鳳
ら
の
後

J
 

モ
ン
・
ロ
ー
法
学
の

の
法
文
献
を
研
究
す
る
か
と
い
う
疑
間
に
答
え
る
た
め
に
も
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
下
で
は
、
ま
ず
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
文
献
印
刷

の
初
期
時
代
の

（
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
印
刷
本
を
出
版
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ト
ト
ル

R
i
c
h
a
r
d
T
o
t
t
e
l
ま
で
を
含
め
た
）
主
要
な
印
刷
業

者
と
法
文
献
印
刷
と
を
概
観
し
、
次
に
同
書
の
印
刷
出
版
実
現
の
要
因
を
、
他
文
献
や
当
時
の
法
曹
た
ち
の
認
識
を
元
に
検
討
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
当
時
の
印
刷
技
法
（
頁
の
印
刷
が
終
わ
る
た
び
に
解
版
と
組
版
を
行
う
）
に
鑑
み
、
今
日
で
は
「
刷
」
に
あ
た
る
も

の
も
含
め
て
「
版
」
と
し
た
。
ま
た
英
語
及
び
ラ
テ
ン
語
原
文
の
表
記
は
各
引
用
元
に
従
っ
て
い
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
文
献
印
刷
の
歴
史
は
、
ジ
ョ
ン
・
レ
ッ
ト
ゥ
ー

『
新
制
定
法
令
集
』

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』

~
ン
』
な
ど
の
古
書

(
J
o
h
n
 L
e
t
t
o
u
)

と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
・
マ
ク
リ
ニ
ア

(
W
i
l
,
 

□

11) 

『
土
地
法
論
』
（
以
下
『
リ
ト
ル
ト
ン
』
）
出
版
か
ら
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
同
書
は
一
五
五

0
年
に
は
既
に
「
英
訳
聖
書
以
上
の
版
を
重
ね
」
、
「
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
、
全
て
の
法
学
生
の
必
読
文
献
」

と
し
て
、
確
固
た
る
地
位
を
築
く
こ
と
に
な
る
。
レ
ッ
ト
ゥ
ー
と
マ
ク
リ
ニ
ア
は

f

八
廷
年
報
の
印
刷
も
開
始
ー
9
,

ャ
ー
ド
・
ピ
ン
ソ
ン

と

ド初期印刷史における法文献印刷

i
a
m
 d
e
 M
a
c
h
l
i
n
i
a
)

に
よ
る
、

一
四
八
一
年
頃
の
リ
ト
ル
ト
ン
の

(
-
)
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
印
刷
本
初
版
ま
で
の
主
な
法
文
献
印
刷
業
者

第
一
章

印
刷
業
者
と
法
文
献

の
問
題
関
心
は
、
こ
の

ラ
ク
ト
ン
』
印
刷
本

1

い
冒
し
た
何
か
が
、

ol
□

[

，
九
口
は
大
き
な
助
け
と
な
っ
た

ク
ッ
ク
以
5

口

る
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
ロ

『
制
定
法
要
録
』

(
A
b
b
r
e
ミ
ミ
望
ミ
u
m
S
t
a
t
u
翠

し
て
、
ま
た
今
日
も
な
ぜ
111

と
に
あ
る
。
こ
れ
は
、

此
に
存
在
し
た
と
推
定
で
＼
ハ

66 (6-209) 12賓〔2017.3〕



ッ
ド
マ
ン
が
印
刷
し
た
だ
叫
[
'
’

ラ
ム
を
似
せ
る
な
ど
、

杉
り
、
法
曹
向
け

蕊
さ
と

ピ
ン
ソ
ン
の
最
初
の
店
舗
は
、

『
旧
令
状
論
』

(Nミ
ミ
d
B
r
e
m
i
u
m
)

ン
の
元
で
印
刷
さ
れ
た
、
い

前
記
と
合
わ
せ
て
一
種
口

¥
ウ
ィ
ン
キ
ン
・
ド
・
ウ

ま
た
ヘ
ン
リ
七
世
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
国
王
印
刷
人

(King's
Printer) 

ナ
・
テ
ン
プ
ル
の
向
か
い
の
通
り
に
位
置
し
て
い
た
。
こ
の
位
置
関
係
や
、

ン
ソ
ン
の
領
域
へ

フ
リ
ー
ト
街
に

一
五

0
四
年
頃
印
刷
の

定
法
や
布
告
の
印
刷
に
関
す
る
独
占
的
な
地
位
も
得
た
。

）
と
が
で
き
八

こ
の
ほ
か
、
頭
文
字
ロ

『
旧
土
地
法
論
』

(
O
[
d
T
e
1
1
,

の
任
命
を
ピ
ン
ソ
ン
は
一
五

0
六
年
に
受
け
、
会
期
制

テ
ン
プ
ル
・
バ
ー
の
す
ぐ
外
側
（
セ
ン
ト
・
ク
レ
メ
ン
ト
・
デ
ー
ン
ズ
教
会
の
近
く
）

一
五

0
0
年
以
降
は
フ
リ
ー
ト
街
の
「
ジ
ョ
ー
ジ
邸
」
に
移
っ
た
。
同
邸
は
法
曹
予
備
院
（
イ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
チ
ャ
ン
セ
リ
）

フ
ォ
ー
ド
・
イ
ン
や
サ
ー
ジ
ャ
ン
ト
・
イ
ン
に
近
く
、
ま
た
法
曹
院
（
イ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
コ
ー
ト
）

ピ
ン
ソ
ン
の
活
動
後
期
、
法
文
献
印
刷
で
有
力
な
競
合
者
と
な
っ
た
の
が
ロ
バ
ー
ト
・
レ
ソ
ド
マ
ン

の
通
り
フ
リ
ー
ト
街
に
あ
る
）
と
同
じ
店
舗
名
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
五
二
七
年
に
は
「
ジ
ョ
ー
ジ
邸
」

rj1 

ソ
ン
に
「
最
も
す
る
ど
い

ド
印
刷
史
研
究
者
の
へ
汀

文
な
初
期
印
刷
業
者
（
ウ
，
1
1
1
/

ン
に
よ
る
法
文
献
の
印
胄
'
[

且

0
点
近
く
に
上
り
、
そ

の
ク
リ

の
ミ
ド
ル
・
テ
ン
プ
ル
と
イ
ン

）
 ゜
ー2
 

で
あ
っ
た
が
、
⑯6
 
6
 
）
 
学法大阪

の
合
本
の
コ
ロ
フ
ォ
ン
に
て
、
ピ
ン
ソ
ン
は
同
書
の
出
版
を
「
ス
ト
ラ
ン
ド
・
イ
ン

）
に
よ
る
と
述
べ
て
、
る
こ
と
か
ら
も
、

の
先
生
方
の
要
請
」

(the
i
n
s
t
a
u
n
c
e
 of m
y
 ma
1
s
t
r
e
s
 of t
h
e
 c
o
m
p
a
n
y
 of s
t
r
o
n
d
e
 I
n
n
e
 

6
)
 

法
曹
教
育
機
関
を
通
じ
た
購
買
層
（
法
曹
や
法
学
生
）
と
の
結
び
つ
き
が
読
み
取
れ
る
。

(
R
o
b
e
r
t
 R
e
d
m
a
n
)
 
で
あ

る
。
彼
の
最
初
の
店
舗
は
「
セ
ン
ト
・
ク
レ
メ
ン
ト
・
デ
ー
ン
ズ
の
ジ
ョ
ー
ジ
邸
」
で
あ
り
、
ピ
ン
ソ
ン
の
「
ジ
ョ
ー
ジ
邸
」
（
前
述

の
名
称
の
ま
ま
フ
リ
ー
ト
街

と
の
評
価
を
与
え
て
い

ト
ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ピ

(14) 

l
l
,

＇
仔
法
廷
年
報
で
あ
る
。
イ

12⑰ド



了

110111を
明
確
に
す
る
。
レ
ッ
ド

の
時
代
で
は
、
ピ
ン

口
上
印
刷
人
に
任
命
さ
れ
た

ン
ソ
ン
以
後
、
法
文
献

〔
会
期
制
定
法
）
と

り〉

り
他
の
法
文
献
）
と
の

の
初
出
版
は
パ
ウ
「
ル

ド初期印刷史における法文献印刷

け
て
法
文
献
を
印
刷
）
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
パ
ウ
エ
ル

二
五
四
七
一
五
五
三
年
に
か
け
て
法
文
献
を
印
刷
）

へ
と
受
け
継
が
れ
る
。

（
一
五
四
―
―
五
四
七
年
に
か

し
て
の
面
を
有
ー
〗

は
な
い
か
ら
で
あ
る
」

(Rob.
R
e
d
m
a
n
,
 s
e
d
 u
e
r
i
u
s
 R
u
d
e
m
a
n
,
 q
u
i
a
 inter mille h
o
m
i
n
e
s
 r
u
d
i
o
r
e
m
 h
a
u
d
 facile inuenies) 

と
非
難
し
て
い
る
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
レ
ッ
ド
マ
ン
の
印
刷
物
の
質
は
決
し
て
低
い
も
の
で
も
な
く
、
ピ
ン
ソ
ン
の
死

(20) 

一
五
四

0
年
に
没
し
た
。

の
翌
年
(
-
五
三

0
年
）
に
は
彼
の
店
舗
「
ジ
ョ
ー
ジ
邸
」
に
移
っ
て
事
業
を
継
続
し
、

レ
ッ
ド
マ
ン
の
全
出
版
点
数
二

0
三
点
の
う
ち
六
割
近
く
が
法
文
献
で
あ
る
こ
と
も
、
印
刷
業
者
に
対
す
る
法
曹
の
市
場
価
値
を
表

す
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
彼
に
よ
る
新
た
な
印
刷
に
は
、
後
述
(
―
-
）

『
ブ
リ
ト
ン
』
も
含
ま
れ
る
。
同
書
が
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』

さ
れ
た
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』

の
前
身
的
文
献
）

刷
本
化
を
継
続
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
、

で
あ
る

の
要
約
本
的
文
献

で
あ
る
の
は
、
千
人
も
の
八
□

111

ポ
ケ
ッ
ト
版
『
リ
~
ル
し
しl

1 I ＼／ 

こ
れ
を
苦
々
し
く
思
っ

『
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
』
（
―
二
世
紀
に
著

で
挙
げ
る
文
献
の
は
か
、
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』

よ
り
も
先
に
印
刷
さ
れ
た
の
は
、
序
論
で
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
権
威

の
元
で
執
筆
さ
れ
た
と
述
べ
る
事
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
結
果
と
し
て
ト
ト
ル
に
よ
る

(21) 

や
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
出
版
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
面
に
加
え
、
法
廷
年
報
の
印

レ
ッ
ド
マ
ン
を
ピ
ン
ソ
ン
の
よ
う
に
海
賊
版
業
者
と
し
て
低
く
評
価
す
る
こ
と
は
適
当
で
は

な
い
。
レ
ッ
ド
マ
ン
の
死
後
、
そ
の
事
業
は
妻
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
経
て
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ミ
ド
ル
ト
ン

彼
ら
に
よ
る
法
文
献
印
刷
は
主
と
し
て
レ
ッ
ド
マ
ン
の
継
続
で
あ
る
が
、
『
〔
エ
ド
ワ
ー
ド
四
憔
〕
治
憔
五
年
詳
説
法
廷
年
報
』

(
L
o
n
g

の
浅
い
者
を
、

り
る
の
は
全
く
容
易
な
こ

4

ン
に
て
、
「
ロ
バ
ー
ト

う
真
に
は
ル
ー
ド
マ
ン

一
五
年
一

0
月
一
―
一
日
に
鳳
口

66 (6-211) 1239 〔2017.3〕



ー
ト
レ
ッ
ト
と
パ
ウ
エ
几

八
も
の
で
あ
り
、
ト
ト
ル
の

[
文
献
印
刷

し¥

い
て
い
た
こ
と
で
、

ロ
ー
と
い
う
「
分
野
」
に

几

0
で
は
な
か
っ
た
が
、
ト
~

エ
リ
ザ
ベ

占
籍
に
対
し
個
別
的
に
与
ハ
ロ

(30) 

い
が
あ
る
。

ョ
ン
・
カ
ウ
ッ
ド
と
リ

〈

2

バ
ー
カ
ー
が
国
王
印
刷
人
と
し
て
会
期
制
定
法
や
布
告
の
印
刷
に
携
わ
っ
た
。

一
五
五
三
年
は
法
文
献
の
印
刷
史
に
お
い
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
。
同
年
に
パ
ウ
エ
ル
と
ハ
ー
ト
レ
ッ
ト
が
法
文
献
の
印
刷
を
停
止

す
る
一
方
で
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ト
ト
ル
が
グ
ラ
フ
ト
ン
の
活
字
と
木
版
を
獲
得
し
、
制
定
法
を
除
く
あ
ら
ゆ
る
法
文
献
印
刷
の
独
占
権

を
得
た
の
で
あ
る
。
ト
ト
ル
に
つ
い
て
は
、

H
.
J
・
バ
イ
ロ
ン
の
研
究
が
今
日
で
も
基
礎
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ト
ト

ル
は
一
五
四
七
年
に
は
上
述
ミ
ド
ル
ト
ン
の
徒
弟
と
な
っ
て
お
り
、

一
五
五
三
年
に
レ
ッ
ド
マ
ン
が
初
め
て
フ
リ
ー
ト
街
に
移
っ
た
際

(25) 

の
「
ジ
ョ
ー
ジ
邸
」
の
店
舗
を
受
け
継
ぎ
、
「
手
と
星
」

(
T
h
e
H
a
n
d
 a
n
d
 Star)

の
サ
イ
ン
を
用
い
て
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。
同

(26) 

店
舗
は
ミ
ド
ル
・
テ
ン
プ
ル
と
イ
ン
ナ
・
テ
ン
プ
ル
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
か
ら
す
ぐ
近
く
に
位
置
し
て
い
た
。

ト
ト
ル
は
一
五
五
三
年
の
四
月
―
二
日
に
、

エ
ド
ワ
ー
ド
六
憔
か
ら
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
呼
ば
れ
る
今
日
の
我
ら
の
法
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
種
類
の
書
籍
」

(
a
l
m
a
n
e
r
b
o
k
e
s
 of o
u
r
e
 t
e
m
p
o
r
a
l
l
 !
a
w
e
 called 
t
h
e
 C
o
m
m
o
n
 L
a
w
e
)
 

独
占
的
な
権
利
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
特
権
は
メ
ア
リ
治
憔
期
に
も
維
持
さ
れ
、

の
印
刷
に
つ
い
て
七
年
間
の

一
五
五
九
年
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
即
位
の
際
に
は
期

(28) 

間
の
制
限
が
削
除
さ
れ
て
、
法
文
献
印
刷
の
独
占
状
態
を
強
化
し
た
。
ま
た
彼
は
上
述
の
グ
ラ
フ
ト
ン
の
義
理
の
息
子
で
も
あ
っ
た
。
(29) 

一
五
五
三
年
か
ら
一
五
九
三
年
に
渡
る
活
動
で
ト
ト
ル
が
出
版
し
た
法
文
献
は
、
自
身
の
元
で
の
再
版
も
含
め
四

0
0
点
を
越
え
る
。

ロ
こ
法
で
あ
る
。
ま
た
、
エ
ド

ぶ23)

へ
ハ
川
制
定
法
に
限
ら
れ
る
。

‘
'
し）
 

~
~
~
 

そ
し
て
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

＇
は
げ
い
任
命
さ
れ
た
リ
チ

，
て
よ
る
法
文
献
印
刷
も
、

ゞ
ー
ト
レ
ッ
ト
ょ

J

i

 

『
リ
＼

口
以
も
手
が
け
た
が
、

一
五
口

,
＇
，Il
l
~
！
と
な
法
文
献
の
ほ
と
ん
ど
は
〈
ロ
ロ

（阪大法学） 66 (6-212) 12月（、）



了 ド初期印刷史における法文献印刷

総
計
で
一
五

0
0
を
超
え
る
法
廷
年
報
の
は
か
、
『
ブ
リ
ト
ン
』
と

訴
答
例
集
』

(
N
o
v
a
e
N
,
 
ミ
怠
葵
s)

が一

0
0
部
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

(
b
)
で
は
、
部
数
の
多
い
も
の
で
各
年
毎
約
五

0
部、

『
旧
土
地
法
論
』
と
『
旧
令
状
論
』
が
五

0
部
属
後
者
は
英
訳
版
が
別
に
四

0
部
）
、
『
リ
ト
ル
ト
ン
』
が
五

0
部
（
英
訳
版
は
一
六

(33) 

部
）
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
『
リ
ト
ル
ト
ン
』
や
『
旧
土
地
法
論
』
、
『
旧
令
状
論
』
と
い
っ
た
教
科
書
的
文
献
の
印
刷
が
早
々
に
定
着

し
た
こ
と
か
ら
も
、
法
文
献
は
印
刷
業
者
に
と
っ
て
、
法
学
生
も
含
ん
だ
法
曹
人
口
の
拡
大
に
伴
い
、
市
場
価
値
を
高
め
て
い
た
の
で

ン
ス
語
版
が
ニ
―

1
0
部
）
と

『
リ
ト
ル
ト
ン
』
英
訳
版
が
四
三

0
部
、
ま
た

『
旧
土
地
法
論
』
が
―
二
四
部
、
訴
答
教
本
で
あ
る

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
彼
の
手
に
よ
る

代
に
お
い
て
も
っ
と
も
出
版
が
盛
ん
な
分
野
で
あ
っ
た
文
学
と
宗
教
書
は
当
た
り
外
れ
も
大
き
く
、
販
売
面
と
在
庫
面
で
リ
ス
ク
が
あ

(32) 

る
一
方
、
法
文
献
は
学
校
教
科
書
の
よ
う
な
「
安
全
な
」
分
野
と
し
て
、
安
定
的
な
収
入
源
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。

ハ
イ
ロ
ン
の
見
解
は
、
そ
の
後
の
研
究
で
発
見
さ
れ
た
印
刷
業
者
の
在
庫
記
録
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
先
行
研
究
で
示
さ
れ
る
の

(
J
o
h
n
 Rastell) 
の
在
庫
記
録
と
、

(
b
)

リ
ー
・
パ
ウ
エ
ル
と
に
対
す
る
訴
訟
に
お
け
る
屋
号
不
明
店
舗
の
在
庫
記
録
で
あ
る
。

(
a
)
は
ラ
ス
テ
ィ
ル
の
死
後
の
一
五
三
八
年

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
律
用
語
辞
典
』
が
七

0
0
部
（
う
ち
英
語
版
が
四
八

0
部
、
法
律
フ
ラ

3
 
7
 

ー

゜
2
 

『
裁
判
所
管
轄
相
違
論
』

(
D
z
v
e
r
s
苔
o
f
C
o
u
r
t
s
)

が一

0
0
部、

412
 

ー

は、

(
a
)
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
テ
ィ
ル

一
五
五
三
年
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
パ
ウ
エ
ル
と
ハ
ン
フ

し
’
-
；
る
専
門
技
巧
で
あ
り
、

い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
4
と

ト
ト
ル
が
こ
の

法
文
献
の
印
刷
そ
れ

n□
い

よ
る
特
許
状
の
強
化
に

，
＇
’
ね
け
る
ト
ト
ル
の

ト

）

0

ー
ぷ

ま
た
バ
イ
ロ
ン
は
、

『新

テ
ン
語
の
活
字
を
別
途
/
心
〈

66 (6-213) 



11 
0
0
年
以
降
に

っ
た
古
い
著
作
も
印
刷
5

ニハ

し＼

(
C
ミ、
[
d
F
ミ
d
i

は
そ
の
後
も
様

は
か
版
数
で
は
劣
る
も
の

で
は

『
リ
ト
ル
ト
ン

八
計
六
版
、
『
旧
土
地
法
論

い
る
。
『
旧
令
状
論
』
と

111

訴
答
例
集
』

(
C
)
 

し
て
い
る
。

(
b
)
で
は
、
印
刷
さ
れ
た
最
初
の
令
状
登
録
集
と
し
て

(
A
)
ピ
ン
ソ
ン
に
よ
る
出
版

の
四
種
に
分
け
て
論
じ
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
数
は
ビ
ー
ル
の

A

ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
曹

（二）
し
て
関
わ
り
を
有
ー
〗

な
く
、
将
来
そ
う
し
た
職
務
に
就
く
者
た
ち
に
要
求
さ
れ
る
一
定
の
法
知
識
を
教
授
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
指
摘

(35) 

さ
れ
て
い
る
。
法
文
献
の
印
刷
も
ま
た
、
こ
う
し
た
場
で
学
ぶ
法
学
生
を
含
め
た
人
々
を
顧
客
と
す
る
以
上
、
そ
の
展
開
も
彼
ら
の

ニ
ー
ズ
を
反
映
し
て
い
る
と
推
定
で
き
る
。
以
下
で
は
、
主
に
ピ
ン
ソ
ン
、
ラ
ス
テ
ィ
ル
、

印
刷
に
つ
い
て
、

ベ
イ
カ
ー
に
よ
る
分
類
を
参
考
に
、

(
a
)

制
定
法
、

(
b
)
法
律
文
例
集

(
F
o
r
m
u
l
a
r
i
e
s
)
、（
C
)

判
例
報
告
集

(
R
e
p
o
r
t
s
 of C
a
s
e
s
)
、（
d
)
法
学
論
文

(
T
r
e
a
t
i
s
e
s
)

B

ミ
i
o
g
rミ
p
h
y
o
f
E
d
r
[
y
E
1
i
g
[
ish L
a
w
 B
o
o
k
s
を
元
と
し
て
い
る
。

『
復
命
令
状
集
』

(
Rミ
ミ
ミ

B
r
e
r
i
u
m
)

が
あ
る
ほ
か
、
『
新

か
手
稿
本
か
ら
初
め
て
印
刷
さ
れ
、
『
登
録
訴
答
精
選
』
(
[
ミ
ミ
ミ
m
u
m
e
x
e
[
[
e
1
1
[issuins 
fiber)

も
印
刷
さ
れ
た
。

で
は
法
廷
年
報
の
ほ
か
、
ピ
ン
ソ
ン
が
印
刷
業
の
着
手
以
前
に
初
の
法
要
録
で
あ
る
通
称
『
ス
テ
イ
サ
ム
』

凸
級
教
科
書
と
し
て
の

の
印
刷
を
、
ギ

ョ
ー
ム
・
ル
・
タ
ル
ル
ヘ
『
リ
ト
ル
ト
ン
』
と
合
わ
せ
て
発
注
し
た
こ
と
は
、
法
要
録
の
印
刷
本
へ
の
需
要
が
当
時
既
に
あ
る
程
度
あ

ぶ36)

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

法
文
献
印
刷
の
展
口

しl

(
a
)
 
で
は
、
ピ
ン
ソ
ン
は
『
旧
制
定
法
令
集
』
を
計
五
版
、
『
新
制
定
法
令
集
』
を
一
度
出
版

：iヽ
法
曹
院
や
法
曹
予
備
院
し

丁
央
裁
判
所
の
裁
判
を
は
い
〗

レ
ッ
ド
マ
ン
、
ト
ト
ル
に
よ
る
法
文
献
の

ン
在
住
の
専
門
法
曹
の
み

の
運
営
に
も
治
安
判
事
ぐ
/

（阪大法学） 66 (6-214) 1211 >



了

口
文
献
と
の
関
連
で
は
、

J
 

/

/

 

□

し
く
出
版
と
著
作
の
両
面

四
年
間
の
印
刷
業
者
と

(/>

ア
の
著
作
や
、

カ
エ
サ
ル

そ
の
後

11 
I
 

『
リ
ト
ル
ト
ン
』

し
た
。
ま
ず
印
刷
業
者
と

の
道
を
志
し
た
た
め

：nj
闊
業
を
停
止
し
、

ド初期印刷史における法文献印刷

(
d
)
 

ラ
ン
ド
法
律
用
語
辞
典
』

よ
る

の
英
訳
、
そ
し
て
自
身
の
手
に

(
B
)
ラ
ス
テ
ィ
ル
親
子
に
よ
る
出
版
と
著
作

主
と
し
て
出
版
の
み
を
手
が
け
た
印
刷
業
者
た
ち
の
中
で
、
ジ
ョ
ン
と
ウ
ィ
リ

ア
ム
の
ラ
ス
テ
ィ
ル
親
子
は
異
彩
を
放
つ
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
法
文
献
の
著
作
や
編
纂
を
通
じ
て
法
教
育
に
大
き
な
貢
献
を
果
た

し
た
人
物
で
あ
る
。
ミ
ド
ル
・
テ
ン
プ
ル
の
法
曹
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
テ
ィ
ル
は
ト
マ
ス
・
モ
ア
の
妹
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
結
婚
し
、

モ
ア
の
サ
ー
ク
ル
の
一
員
と
し
て
人
文
主
義
的
精
神
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
史
上
二
番
目
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
印
刷
業

(38) 

者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
法
文
献
の
は
か
、
義
兄
で
あ
る
モ
ア
の
著
作
、
自
作
の
戯
曲
や
幕
間
劇
も
出
版
し
た
。

ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
テ
ィ
ル
の
出
版
し
た
法
文
献
の
う
ち
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
フ
ィ
ソ
ツ
ハ
ー
ハ
ー
ト
の

(39) 

そ
の
索
引
で
あ
る
。
ま
た
、
セ
ン
ト
・
ジ
ャ
ー
マ
ン
の

『
博
士
と
学
徒
』

(
D
o
c
[
O
r
ミ
i
d
S
t
u
d
e
n
t
)

第
一
部
の
初
版
を
手
が
け
て
い

る
。
こ
の
は
か
、
著
作
面
に
お
け
る
大
き
な
功
績
と
し
て
は
、
『
制
定
法
要
録
』
と

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
律
用
語
辞
典
』

(Exposztiones
T
e
r
m
z
n
o
r
u
m
 L
e
g
u
m
 A
n
g
r
o
r
u
m
)

が
あ
る
。

『
大
法
要
録
』
と

い
ず
れ
も

(a)
か
ら

の
各
分
野
に
お
け
る
新
し
い
試
み
で
あ
り
、
法
知
識
を
よ
り
広
く
伝
達
す
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
ほ
か
、
『
イ
ン
グ

(40) 

は
初
め
て
の
辞
典
と
し
て
、
後
年
の
同
種
の
文
献
に
影
響
を
与
え
た
。

ジ
ョ
ン
の
息
子
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
父
親
の
事
業
を
一
五
三

0
年
に
継
ぐ
も
の
の
、
リ
ン
カ
ン
ス
・
イ
ン
に
入
会
(
-
五
三
二
年
）
(41) 

し
久
ー
止
裁
判
所
判
事
を
勤
め
た

(42) 

の
古
典
も
出
版
し
た
。

o
f
P
e
d
C
e
)
 
よ、
,

9

 

/
ド
以
判
に
関
す
る
最
初

ミ
1

ミ
n

H
ミ
i
d
rミ
d
u
m

が
手
稿
本
か
ら
新
レ

□

八
『
治
安
判
事
の
書
』

7
)
 

(
3
 

孔
て
い
る
。

、
『
領
主
裁
判
所
開
廷
し
／
ロ

し

C
ミ、
iミ
n

B
ミ
ミ
iis)
、

l l 

卜
贔

IlJ
所
開
廷
要
領
』

(Mミ
i
[
／
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ー
ト
に
よ
る

(
d
)
 

(
C
)
 

が
出
版
さ
れ
る
こ

ま
た

『
旧
令
状
論
』
、

8
)
 

(
4
 

っ
た
。

『
治
安
刊

liol/

五
三

0
年
に
初
め
て
出
仄
ぃ
ご

の
著
作
を
、

フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー

□

三
年
に
初
め
て
出
版
さ
仇

しぶ

(/>

フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
ト

一
八
年
に
『
治
安
判
事

T
・
フ
ァ
エ
ル

国
王
印
刷
人
）

の
活
動
時
期
に
は
、

(a)
に
つ
い
て
、
ピ
ン
ソ
ン
に
よ
る

制
定
法
も
集
め
た
制
定
法
令
集
や
要
録
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

定
法
書
」

(
G
r
e
a
t
B
o
o
k
 o
f
 S
t
a
t
u
t
e
s
)
 

A
b
r
i
d
g
m
e
n
t
 o
f
 all 
t
h
e
 S
t
a
t
u
t
e
s
)
 

(
T
・
P
h
a
e
r
 o
r
 P
h
a
y
 er) 
の

ヘ
ン
リ
八
憔
治
憔
期
ま
で
の
制
定
法
を
加
え
た
も
の
が
「
大
制

な
ど
の
名
で
新
規
に
出
版
さ
れ
た
ほ
か
、
要
録
で
は
「
全
制
定
法
の
大
要
録
」

(
G
r
e
a
t

[45) 

の
名
称
で
出
版
さ
れ
た
。

(
C
)

で
は
、
ピ
ン
ソ
ン
時
代
に
出
版
さ
れ
た
法
廷
年
報
が
レ
ソ
ド

マ
ン
の
元
で
再
印
刷
さ
れ
た
ほ
か
、
新
規
の
印
刷
が
一
五
三
五
年
ま
で
継
続
さ
れ
た
。

で
は
ジ
ョ
ン
・
パ
ー
キ
ン
ス
に
よ
る
『
有
益
な
書
』

(
P
r
o
f
ミ
b
[
e
B
o
o
k
)

が
レ
ソ
ド
マ
ン
の
元
で
出
版
さ
れ
た
。
同
書
も
主

に
法
学
生
を
対
象
と
し
て
、
譲
与
証
書
や
捺
印
証
書
、
寡
婦
産
や
留
保
条
件
な
ど
、
不
動
産
に
関
す
る
事
項
を
扱
っ
て
い
た
。
ま
た
、

『
先
例
の
書
』

(
B
o
o
k
o
f
 P
r
e
s
i
d
e
n
t
e
s
)

が
E
・
ホ
ワ
イ
ト
チ
ャ
ー
チ
に
よ
っ
て
一

『
旧
制
定
法
令
集
』
や
『
新
制
定
法
令
集
』
出
版
以
降
の

レ
ッ
ド
マ
ン
と
後
継
者
た
ち
に
よ
る
出
版

レ
ソ
ド
マ
ン
と
後
継
者
た
ち
（
及
び
バ
ー
ト
レ
ソ
ト
や
グ
ラ
フ
ト
ン
な
ど
の

『
新
令
状
論
』

の
収
録
文
献
が
非
誓

ト』
〈

43)

れ
な
い
。
次
に
編
著
者
と
し
て
、

(
a
)
で
は

『
制
定
法
集
成
』

(Collection
in 
E
n
g
l
i
s
h
 o
f
 the 
Statutes)

を、

(
b
)

録
訴
答
集
成
』

(Collection
o
f
 E
nミ
‘zes)

を、

(
d
)
で
は
父
ジ
ョ
ン
の

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
律
用
語
辞
典
』

で
は

の
改
訂
な
ど
を
手
が

(44) 

け
た
。
こ
れ
ら
の
労
作
は
、
当
時
法
文
献
印
刷
の
独
占
権
を
有
し
て
い
た
ト
ト
ル
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ハ
ー
バ
ー
ト
の

に
出
版
し
た
も
の
で
は

（阪大法学） 66 (6-216) 乙

『登

12

あ
る
こ
と
は
、
学
ぶ

ト
ラ
ク
ト
』

(Rastell's

賃）
11
崎
を
反
映
し
て
い
る
の
か
｀
）

登
録
集
』

(
R
e
g
i
s
t
r
u
m

ム
ニ
バ
ス
本
と
が
あ
る
。

が、

(
d
)
で
は
フ
ィ
ヅ
lヽ



了 ド初期印刷史における法文献印刷

リ
ー
ト
裁
判
所
と
領
主
尺

IJVI

ィ
リ
ア
ム
及
び
ト
ト
ル
の
死
後
に
彼
の
独
占
権
を
引
き
継
い
だ
イ
ェ
ッ
バ
ー
ト
と
国
王
印
刷
人
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ハ
ー
カ
ー
と
の
こ

(50) 

れ
ら
要
録
を
巡
る
争
い
か
ら
は
、
新
規
に
編
纂
さ
れ
た
制
定
法
の
要
録
が
一
種
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

(
b
)
 

(
C
)
 

さ
れ
た
）

で
は
、

で
は
、

フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
し

,1

ル
』
と

(
A
b
s
t
r
a
c
t
 o
f
ミ
ニ
芍

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ス
テ
ィ
ル
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
彼
の

『
登
録
訴
答
例
集
』
を
出
版
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

S
・
テ
ロ
ア
ー
ル

(
S
・
T
h
e
l
o
a
l
l
)

の
(51) 

d
e
s
 B
r
i
e
/
e
s
 
o
r
i
g
i
n
a
l
s
)
、

J
・
キ
ッ
チ
ン
に
よ
る
『
復
命
令
状
集
』
が
ト
ト
ル
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
た
。
フ
ァ
エ
ル
の

(52) 

書
』
は
再
版
数
が
既
に
一

0
を
超
え
て
お
り
、
ト
ト
ル
の
元
で
の
再
版
数
も
同
数
に
の
ぽ
っ
た
。

で
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
人
名
付
判
例
集
の
出
版
が
あ
る
。
プ
ラ
ウ
ド
ウ
ン
に
よ
る

集
め
る
と
、
彼
が
多
く
依
拠
し
て
い
た
ダ
イ
ア
判
事
に
よ
る
判
例
集
が
新
た
に
出
版
さ
れ
、
匿
名
で
あ
っ
た
法
廷
年
報
に
代
わ
る
判
例

報
告
の
新
た
な
形
態
（
人
名
付
判
例
集
）
が
定
着
し
た
。
ま
た
ト
ト
ル
に
よ
る

含
め
た
法
廷
年
報
の
再
印
刷
は
、

や
、
こ
れ
に
収
録
事
例
で
勝
る
ブ
ル
ソ
ク
『
大
法
要
録
』

の
再
印
刷
（
法
廷
年
報
と
の
参
照
が
可
能
な
体
裁
へ
と
改
良

（翌

の
出
版
と
も
並
行
し
て
展
開
さ
れ
た
。
ト
ト
ル
の
独
占
の
元
、
法

(54) 

廷
年
報
と
法
要
録
が
相
互
参
照
可
能
な
形
で
改
め
て
印
刷
さ
れ
た
こ
と
は
、
利
用
者
に
有
益
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。

ヅ
い
も
の
と
な
っ
た
よ
う
で

後
に
は
彼
の

と

F
・
プ
ル
ト
ン
の

い
）
ト
ト
ル
に
よ
る
出
版

フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
ト
『
大
法
要
録
』

。
同
書
は
追
補

(
a
d
d
i
t
i
o

の
職
務
と
権
限
』

こ
れ
ら
の

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』

、
ト
ト
ル
の
元

/~ 

□
□
:
C
l
l刷さ
れ
た
同
種
の
文
献
〗
ぶ
ロ

,
'
丁
よ
る
『
治
安
判
事
の

『
ア
サ
イ
ス
判
例
報
告
集
』

の

や

る
も
の
と
し
て
、
第
二
部

『
詳
説
法
廷
年
報
』
を

『
コ
ン
メ
ン
タ
リ
ー
ズ
』
が
人
気
を

『
先
例
の

『
令
状
集
』

(
L
e
d
z
g
e
s
t
 

『
全
令
状
登
録
集
』
を
再
版
し
た
は
か
、
ラ
ス
テ
ィ
ル
の
死

る
。
ト
ト
ル
の
息
＇
~
｀

ム
・
ラ
ス
テ
ィ
ル
の
『
制
'

、
ド
ル
ト
ン
に
よ
る
第

(10 

五
四
三
年
）
が
定
着
し
4
j
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の

の
間
に
存
在
し
た
こ
と

こ
と
は
十
分
に
考
え
、
口
，

砂
る
。

S
t
o
w
e
!
対
L
o
r
d

/1 

止
年
）
で
は

ク
ト
ン
』
印
刷
本
の
出
附

類
似
す
る
評
価
が
~
凸

1
1

ley)

と
記
さ
れ
て
い

しl

り〉

『
有
益
な
書
』

何
よ
り
も
、

（
コ
モ
ン
・
ロ
ー
） フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
ト
『
大
法
要
録
』

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』

の
よ
う
な
写
本
時
代
の
も
の
に
代
わ
る

印
刷
が
定
着
し
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

w
．
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の

英
訳
さ
れ
、

版
、
『
博
士
と
学
徒
』

『
領
主
裁
判
所
開
廷
要
領
』
、
『
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
裁
判
所
開
廷
要
領
』
な
ど
が
合
本
形
式
で
、
ま
た
『
旧
土
地
法
論
』
（
ウ
ィ
リ

の
出
版
も
継
続
し
て
い
た
。

第
二
章

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
律
用
語
辞
典
』
と
の
合
本
形
式
）
と
『
旧
令
状
論
』

上
記
の
通
り
、
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』

の
印
刷
本
出
版
は
ト
ト
ル
の
活
動
時
期
に
行
わ
れ
て
お
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
法
文
献
の

一
方
、
『
封
土
書
式
集
』

や
『
領
主
裁
判
所
開
廷
要
領
』
な
ど
の
写
本
時
代
の

古
く
か
ら
の
著
作
は
フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
ハ
ー
ト
の
著
作
詳
に
よ
っ
て
塗
り
替
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
『
リ
ト
ル
ト
ン
』
に
も
、
パ
ー
キ
ン
ス

の
よ
う
な
著
作
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
は

新
た
な
文
献
や
、
補
完
的
文
献
が
現
れ
て
い
る
時
期
で
も
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
ト
ト
ル
の
時
代
に

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
を
あ
え
て
印
刷
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
印
刷
業
者
が
積
極
的
に
な
る
理
由
を
見
い
だ
す
こ
と
は
難
し
い
。

の
後
見
権

(
g
a
r
d
e
)

七
一
番
に
、
「
ブ
ラ
ク
ト
ン
は
こ
れ
ま
で
我
ら
の
法

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』

の
権
威

(
a
u
c
t
o
r
)

と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」

(
B
r
a
c
t
o
n
n
e
 fuit 
u
n
q
u
e
s
 t
e
n
u
s
 p
u
r
 a
u
c
t
o
r
 e
n
 

58) 
い
。
『
大
法
要
録
』
の
普
万

『
ブ
ラ
ク
ト

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
印
刷
本
の
出
版

ア
ム
・
ラ
ス
テ
ィ
ル
に
よ
る

集
』
や ン
グ
ラ
ン
ド
法
律
用
語
/Iii
川

工
安
判
事
の
書
』
、

コ
ロ
フ
ォ

し＼

仄
乞
数
え
る
な
ど
定
着
ぶ
い

に
前
述
ラ
ス
テ
ィ
ル
に

口
王
大
権
解
説
』
も
出
版
ど
い

しぶ

＂＼ 方

ン
ス
の
『
有
益
な
書
』

は

（阪大法学） 66 (6-218) 12小~）



了

(his 
B
o
o
k
)

に
あ
る
「

五
五
五
年
）
の
記
録
で
J

ぃ＼

(/>

(
a
n
 a
u
t
h
o
r
 of o
u
r
 

る
と
こ
ろ
を
述
べ
る
た
め

我
ら
の
法
の
著
者
で
は
な
か
っ
た
」

(
B
r
a
c
t
o
n
a
n
d
 Glanvill w
e
r
e
 n
o
t
 a
u
t
h
o
r
s
 in 
o
u
r
 l
a
w
)
 

ン
』
、
『
フ
リ
ー
タ
』

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』

『
判
例
集
』
収
録
の

Paine's
C
a
s
e
 
(
一
五
八
七
年
）

で
も
、
「
『
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
』
、
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
、
『
ブ
リ
ト

は
、
後
の
法
の
権
威
と
一
致
し
、
現
行
の
裁
判
手
続
に
お
け
る
共
通
の
経
験
や
許
可

(the
c
o
m
m
o
n
 e
x
p
e
r
i
 ,
 

e
n
c
e
 a
n
d
 a
l
l
o
w
a
n
c
e
)

に
疑
い
を
挟
ま
な
い
所
の
事
例
に
お
け
る
古
来
性
と
装
飾
と
し
て
保
証
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と

(60) 

が
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
特
に
注
目
さ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
裁
判
実
務
に
お
い
て

を
認
め
る
に
は
、
何
ら
か
の
触
媒
が
必
要
で
あ
り
、
文
献
自
体
に
確
固
と
し
た
「
権
威
」
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

『
大
法
要
録
』
）

し
て
、
ラ
ス
テ
ィ
ル
の
よ
う
な
法
律
家
で
な
い
ト
ト
ル
が
積
極
的
で
あ
っ
た
と
は
や
は
り
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
ト
ト
ル
に

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
自
体
、
法
律
文
例
集
や
判
例
報
告
集
と
い
っ
た
法
文
献
の
細
分
化
の
波
に
呑
ま
れ
た
文
献
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、

3

゜
2
 

2
 

の
出
版
を
決
断
さ
せ
た
要
素
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
購
買
層
で
あ
る
法
曹
た
ち
の
中
で
の

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
印
刷
へ
の
需
要
の
存
在
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
結
果
と
し
て

法
曹
た
ち
の
認
知
と
働
き
か
け
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
上
記
の
判
例
も
ま
た
、
同
書
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
曹

の
言
葉
」

(the
t
r
u
e
 

っ
た
ダ
イ
ア
に
よ
る

っ
て
当
時
も
な
お
知
ら
八

こ
を
示
し
て
い
る
。
プ
ラ

ド初期印刷史における法文献印刷

当
時
す
で
に
成
功
し
て
い
た
著
作
（
フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
ハ
ー
ト
の

）
の
ほ
か
、

ク
ッ
ク

w
i
t
h
 t
h
e
 l
a
w
)

と

ー
ス
判
事
は
、
そ
の
理
由
し
＇

を
引
用
し
た
サ
ン
ダ
ー
ス

八
口
用
さ
れ
た
が
、

そ
れ
は

11 『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』

こ
参
照
し
た
旨
と
が
記
さ

□

川
肉
/
]
、
後
日
ダ
イ
ア
よ
り

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
に
あ
る
種
の
「
権
威
」

『
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル

（
い
ぐ

か
ら
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
否
定
的
な
評
価
を
与
え
ら
れ
た
同
書
の
印
刷
に
対

三
二

o
c
k
m
e
r
t
o
n
対
T
r
a
c
y

』
と to 
d
i
s
c
o
u
r
s
e
 
w
h
e
r
e
 

は
な
く
、
「
彼
（
『
ブ
ラ
ク
し

）
 ，
 

ー

が
印
刷
出
版
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

26
 
（
 
6
 
6
 



り〉

)
・
・
・

戸で
1tav1
e
t
1
a
m
 n
o
n
 

の
序
文
で
は
、
「
主

et Britono, vetustis 

八
年
に
死
去
す
る
ま
で
同
職
に
あ
っ
た
。
彼
が
刑
事
法
に
つ
い
て
著
し
た
著
作
『
国
王
の
訴
訟
』
と

ル
の
元
で
初
め
て
出
版
さ
れ
、
ト
ト
ル
の
活
動
時
期
に
前
者
（
初
版
は
一
五
五
七
年
）
は
計
七
版
、
後
者
（
初
版
は
一
五
六
七
年
）

計
六
版
を
数
え
た
は
、
今
日
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
史
に
そ
の
名
を
残
し
て
い
f66]0

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
を
含
め
た
古
い
文
献
へ
の
言
及
に
あ
る
。
著
書

『
フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
ト
判
事
の
大
法
要
録
と
そ
の
他
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
古
の
著
者
た
ち
か

(65) 

て
い
る
。

の
を
、
古
き
法
の
著
作
で

口
蒐
集
』
と
記
さ
れ
て
い

9
/

ル
』
、
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
、

『
国
王
大
権
解
説
』

の
タ
イ
ト
ル
で

本
稿
が
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
注
目
す
る
の
は
、
著
作
に
お
け
る

一
五
四
五
年
に
グ
レ
イ
ズ
・
イ
ン
の
ベ
ン
チ
ャ
と
な
っ
た
後
、

I
f
 

~
 

5
 

『
ブ
リ
ト
ン
』

[66) 

こ
述
べ
て
い
る
。

と

こ
iJljlー

ま
t]月
＂

、

1
]

カ
ら
パ
□

バ

『
国
王
大
権
解
説
』

一
五
五
四
年
に
メ
ア
リ
か
ら
民
訴
裁
判
所
判
事
に
任
命
さ
れ
、

ラ
ク
ト
ン
』

示
さ
れ
る

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』

判
所
判
事
を
務
め
、
自
身
の
著
書
も
ト
ト
ル
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
で
あ
る
。

な
お
一
種
の
「
学
識
」
的
な
認
識
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

て
い
る
こ
と
も
、

,＇
,fj
し
た
よ
う
な
価
値
は
減
Ii/¥

に
（
程
度
は
別
と
し
て
〗

＞
 

こ
の
ほ
か
、

ベ
イ
カ
ー

ロ
詞
定
法
講
義
（
リ
ー
デ
ィ

しぶ

ク
ト
ン
』

へ
の

は

は
ト
ト

一
五
五

こ
の
こ
と
は
、
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
印
刷
本
初
版
に
付
さ
れ
た

T
.
N
な
る
匿
名
の
人
物
に
よ
る
序
文
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き

の
印
刷
出
版
へ
の
働
き
か
け
を
調
べ
る
上
で
、
以
下
で
は
一
人
の
法
曹
の
存
在
に
着
目
し
た
い
。
民
訴
裁

）
 ゜
2
 
2
 

る
。
そ
の
冒
頭
で
は
、
「
我
ら
の
法
（
コ
モ
ン
・
ロ
ー
）
を
学
ぶ
者
た
ち
の
多
く
か
ら
」

(a
m
u
l
t
i
s
 
l
e
g
u
m
 n
o
s
t
r
a
t
i
u
m
 studiosis)
、
⑯6
 
6
 

(63) 

）
 

印
刷
本
で
の
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
出
版
を
「
長
ら
く
、
ま
た
し
ば
し
ば
」

(diu
et s
a
e
p
e
)

求
め
ら
れ
て
い
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で

学法大阪

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
は

同
書
は
法
曹
た
ち
の
間
，
J

12平ド



了

あ
る
こ
と
は
、
印
刷
本
の

口
ー
1111
へ
革
臣
瓜
」
と
し
て
位
置
づ
，
I

J
 

f

f

[

 

~
~
 

？
 

こ
ま
で
の
関
心
を
持
口
い
ー

ン
』
は
ト
ト
ル
の
活
動
臼

□

ijl

(72) 

/
]
位
置
づ
け
て
い
る
。
『
プ

ロ
叫
'
/
ブ
ラ
ク
ト
ン
の
没
年
（

¥
)
0
年
後
に
あ
た
る
一
五
＼

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

の
印
刷
を
特
別
な
も
口

ド初期印刷史における法文献印刷

『
ブ
ラ

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ス
テ
ィ
ル
の

た
こ
と
か
ら
も
、
彼
が
ト
ト
ル
に
『
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
』
（
お
そ
ら
く
は

(69) 

は
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

一
五
五
四
年
は
ト
ト
ル
の
活
動
の
最
初
期
に
あ
り
、
印
刷
対
象
（
新
規
ま
た
は
再
版
）

(70) 

あ
た
っ
て
、
顧
客
で
あ
る
法
曹
（
し
か
も
現
役
の
判
事
）
か
ら
の
要
請
は
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
制
定
法
集
成
』
（
初
版
は
一
五
五
七
年
）

は
一
五
五
九
年
に
第
二
版
が
、

の
決
定
に

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の

『
国
王
大
権
解
説
』
も
初
版
の
翌
年
(
-
五
六
八
年
）
に
早
く
も
第
二
版
が
印
刷
さ
れ
た
よ
う
に
、
ト
ト
ル
に
よ
る
新
規
印
刷
で
は
初

版
か
ら
間
も
な
く
第
二
版
が
印
刷
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
新
規
出
版
時
は
部
数
を
制
限
し
、
売
れ
行
き
に
合
わ
せ
て
増

刷
す
る
と
い
う
形
式
が
見
て
と
れ
る
が
、
背
景
に
は
前
記
の
通
り
人
口
自
体
が
増
加
傾
向
に
あ
る
法
曹
が
比
較
的
安
定
し
た
市
場
で
あ

っ
た
こ
と
、
ト
ト
ル
に
有
力
な
競
争
相
手
が
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
『
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
』
と

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
も
）

の
印
刷
本
化
を
強
く
勧
め
た
と
い
う
の

ィ
ル
』

ゃ

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

の
み
で
あ
り
、
第
二
版
は
ト
ト
ル
の
死
後
の
一
六

0
四
年
に
出
版
さ
れ
た
）
に
付
さ
れ
た
読
者
へ
の
挨
拶
の
冒
頭
に
て
、
同
書
の
初
め

S
t
a
m
f
o
r
d
)
 『

ブ
ラ
ク
ト
ン
』
、
『
ブ
リ
ト
ン
』
を
参
照
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
点
で
印
刷
さ
れ
て
い
た
の
が
『
ブ
リ
ト
ン
』

『
グ
ラ
ン
ヴ

て
の
印
刷
出
版
が
「
サ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
周
旋
に
よ
る
も
の
」

(
b
y
t
h
e
 
p
r
o
c
u
r
e
m
e
n
t
 of Sir 
W
i
l
l
i
a
m
 

(68) 

で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
述
の
通
り
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
自
身
の
著
作
に
お
い
て

の
み
で
あ
っ

ィ
ル
』

の
出
版
が
あ
る
c

『

第
二
版
（
ト
ト
ル
に
よ
ス

て
印
刷
さ
れ
た
一
五
五

賛
11

作
や
裁
判
以
外
で
、
『
ブ

テ

J
C
k
m
e
r
t
o
n
対
T
r
a
c
y

ー
ド
は
裁
判
官
と
し
て
参
加
ー

し
ん
を
示
唆
す
る
も
の
に
、

[67) 

を
引
用
し
て
い
た
。
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口
制
定
法
が
『
旧
制
定
法
へ
／
土

口
闊
さ
れ
た
こ
と
も
無
視
す

を
『
国
王
大
権
解
説
』

statuta 
condita) 

の
序
文
で
述
べ
ら
れ

(76) 

て
い
る
。
こ
う
し
た
背
門
ピ

口
時
代
の
法
曹
に
よ
る

訟
』
の
序
文
に
て
、
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
と
『
ブ
リ
ト
ン
』

『一’

＼） 

。

の
早
々
の
英
語
化
と
印
帽
[
」

ナ
・
カ
ル
タ
を
含
む
古
／
＼
111>

口
著
者
た
ち
」
利
用
の

ー
し
ン
に
よ
る
同
様
の
理
解
に
，
口
い
第

（
こ
の
点
に
お
い
て
、
ラ
ス

つ
い
て
付
言
し
て
お

に
度
々
言
及
し
た
こ
と
J

ぃ

の
実
現
に
影
響
し
た
し
し

い
た
と
す
る
の
は
難
し
い

し
て
成
功
を
閏
い

T

.

N
は
同
書
に
見
ら
れ
る
ロ
ー
マ
法
学
識
が
、
「
不
消
化
な
混
乱
」

(indigesta
confusio)

に
あ
る
他
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
文
献
に
な

(73) 

い
整
序
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
初
学
者
の
助
け
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
ハ
ー
ト
や
ブ
ル
ソ
ク
の
法
要
録
が
成
功
を

納
め
た
の
も
、
数
々
の
判
決
を
体
系
的
に
整
理
す
る
こ
と
で
利
用
の
簡
便
さ
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
あ
る

テ
ィ
ル
が
フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
ハ
ー
ト
の
法
要
録
の
索
引
を
作
成
し
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
を
持
つ
）
。

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
も
同
様
の
こ
と

の
序
文
に
て
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
法
知
識
の
体
系
的
整
理
に
対
し
、
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
が
と
っ
た
ロ
ー

(74) 

マ
法
的
構
成
は
―
つ
の
手
本
と
し
て
の
価
値
を
有
し
て
い
た
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
ま
た
、
『
国
王
の
訴

へ
の
依
拠
を
「
法
律
が
国
王
に
よ
り
、
そ
の
大
部
分
が
制
定
法
よ
り
成
る
と

き
、
制
定
法
の
成
立
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
共
通
の
法

(ius
c
o
m
m
u
n
e
)

が
読
者
の
面
前
に
示
さ
れ
て
い
る
た
め
」

(ut
c
u
m
 le ,
 

g
e
s
 C
o
r
o
n
e
 ̀
 
m
a
g
n
a
 e
x
 p
a
r
t
e
 iure statutario constant, p
o
n
a
t
u
r
 a
n
t
e
 legentis o
c
u
l
o
s
 c
o
m
m
u
n
e
 ius, 
q
u
o
d
 fuit 
a
n
t
e
 e
a
 

で
あ
り
、
「
こ
の
こ
と
こ
そ
が
、
と
り
わ
け
制
定
法
の
解
釈
に
ま
さ
し
く
役
立
つ
か
ら
で
あ
る
」

(
N
a
m
e
a
 r
e
s
 

m
a
x
i
m
e
 c
o
n
d
u
c
i
t
 recte 
interpretandis statutis)~ 

涼
心
べ
る
。
欠
口
制
定

ii
の
法
文
の
性
質
を
見
定
め
る
上
で
、
歴
史
的
視
点
の

必
要
が
一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
の
法
曹
た
ち
に
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

しぶ

ク
ッ
ク

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
学
提
要

Jijs
か
既
に
述
べ
て
い
る
よ
う
J
い

CI
ー
ド
の
著
作
が

『
ブ
ラ
ク
し
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了

口
定
的
で
あ
れ
）
得
て
い

の
よ
う
な
法
知
識
ヘ

り〉

凸
定
法
講
義
を
は
じ
め
と

は
既
に
時
代
遅
れ

,＇9
し
か
か
わ
ら
ず
、

う
し
た
状
況
を
前
提
と

叫
刷
本
出
版
の
背
景
を
扱

ド初期印刷史における法文献印刷

お
わ
り
に

一
三
世
紀
の
コ
モ

：
ク
ナ
フ
ラ
は
一
六
世
紀
[
々

(79) 

心
法
曹
で
あ
っ
た
と
す
る
c

曹
た
ち
の
歴
史
へ
の
視
点
の
涵
養
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
背
景
に
は
、

い
て
い
る
よ
う
に
、

『
大
法
要
録
』

の
出
版
と
そ
の
索
引
の
作
成
や
『
リ
ト
ル
ト
ン
』

と
の
結
び
つ
き
を
一
パ
ー

て
、
制
定
法
講
義
に

11 
I
 

た
古
い
文
献
へ
の

IIIJ 

¥
五
ば
間
術
の
到
来
以
前
か

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
が
国
王
の
法
律
を
念
頭
に
置

ユ
ー
ス
法
や
宗
教
改
革
関
連
を
は
じ
め
と
し
て
制
定
法
が
大
き
な
働
き
を
し
た
ヘ
ン
リ
八
憔
治
憔
以
降
の
国
王
権

力
と
そ
の
法
的
な
正
当
性
や
前
提
に
つ
い
て
の
関
心
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
初
期
印
刷
史
に
お
け
る
印
刷
業
者
と
法
文
献
の
印
刷
の
展
開
を
扱
っ
た
第
一
章
か
ら
は
、
印
刷
術
が
法
文
献
と
法

曹
た
ち
の
間
に
浸
透
し
た
時
期
で
あ
り
、
ト
ト
ル
に
よ
る
印
刷
独
占
権
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
市
場
価
値
を
法
曹
が
備
え
て
い
た
こ
と

を
確
認
し
た
。
ピ
ン
ソ
ン
に
よ
っ
て
手
稿
写
本
か
ら
印
刷
本
へ
の
移
行
が
進
み
、
ラ
ス
テ
ィ
ル
親
子
に
よ
っ
て
フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
ハ
ー
ト

の
英
訳
な
ど
、
法
学
習
に
お
け
る
文
献
の
利
便
化
が
促
進
さ
れ
、

ソ
ド
マ
ン
か
ら
ト
ト
ル
に
か
け
て
写
本
時
代
の
文
献
か
ら
の
脱
却
を
含
む
印
刷
文
献
の
定
着
が
確
立
し
た
。
ま
た
、

レ

よ
り
広
い
時
代
的

背
景
と
し
て
、
中
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
に
伴
う
人
文
主
義
の
進
展
言
ラ
ス
テ
ィ
ル
が
手
が
け
た
文
献
に
そ
の
傾
向
が
強
く
現
れ
る
）

(80) 

や
「
注
」
を
付
す
著
述
方
法
の
一
般
化
と
い
っ
た
事
象
が
存
在
し
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

定
の
認
知
を
（
肯
定
的

玉
法
講
義
が
、
こ
の
よ
う
八
）
ロ

し
ン
』

印
刷
本
の
読
者
に
つ
い

制
定
法
の
解
釈
と
「
古

66 (6-223) 1251 〔⑳17.3〕



た
先
行
研
究
の
数
は
少
だ
し

し
口
随
し
た
「
権
威
」
が
何
て

(82) 

知ぐ
□

口
容
を
備
え
て
い
る
。
こ

）
と
に
な
る
。

そ
の
文
献
の
中
で
解
釈
し
一

こ
と
は
、
近
代

If 

犀
紀
の

心
ま
で
の
同
書
の
影
響
を
、
ー

お
い
て

よ
る
所
が
大
き
い
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
近
代
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
文
献
が

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
に
言
及
す
る
時
、
同
書
の
著
述
が
ど
の
よ

が
っ
た
視
点
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
学
識
と
し
て
の

「
は
じ
め
に
」
で

代
法
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

ク
ト
ン
』

『古

『
ブ
ラ

マ
法
的
手
法
も
用
い
て
こ
れ
を
著
さ
ん
と
し
た

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
そ
れ
自
体
に
目
を
戻
せ
ば
、

と
並
べ
た
よ
う
に
、
同
書
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
文
献
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』

な
お
法
曹
た
ち
の
間
で

ロ
ー
と
い
う
法
体
系
と
そ
の
法
学
を
見
つ
め
直
す
上
で
の
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
示
す
道
標
と
し
て
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
「
法
の
歴

へ
の
関
心
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
を
は
じ
め
と
す
る
現
役
の
法
曹
た
ち
の
間
に
も
制
定
法
講
義
を
介
し
て
共
有
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
著
作
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
制
定
法
を
定
め
る
国
王
権
力
へ
の
関
心
も
大
き
く
高
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

T
.
N
が
同
書
の
ロ
ー
マ
法
的
要
素
を
認
識
し
て
も
な
お
他
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
文
献

コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
初
期
の
時
代
に
、

を
同
時
に
併
せ
持
つ
存
在
で
あ
っ
た
。
前
者
の
面
が
ク
ソ
ク
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
文
献
と
し
て
の

の
地
位
が
再
確
認
さ
れ
た
後
、
後
者
の
面
は
ホ
ウ
ル
ト
判
事
や
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
卿
を
通
じ
て
、

581) 

一
種
の
ロ
ー
マ
法
学
者
的
評
価
へ
と
移
り
変
わ
る
こ
と
と
な
る
。

や
が
て
メ
イ
ン
の

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
に
あ
る
種
の
「
権
威
」
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、

『
ブ
ラ
ク
ト

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』

ロ
ー

は
、
中
憔
期
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
学
者
の
面
と
ロ
ー
マ
法
学
者
の
面

『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
が
「
権
威
的
著
書
」
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
歩
下

や
は
り
ク
ッ
ク
に

史」

の
は
、
単
な
る
リ
ッ
プ

み
る
べ
き
で
あ
る
。
近
住
し

if 

＼
 

ト
ン
』

の
印
刷
は
、

コ
モ

と
し
て
の
地
位
を
保
持
ー

T
•
N

が
同
書
の
印
刷
を

し
ば
」
望
ま
れ
て
い
た
し
＇

の
解
釈
に
お
い

几
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
／

lヽ
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印
刷
業
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店
舗
概
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図

ト
ラ
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フ
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フ
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 L
a
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立
裁
判
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、
i
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世
紀
よ
り
）
i
 

T
H
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＝雪
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謳以出冨｛三旦巴雪温言翌ユ

Middle T
e
m
p
l
e
 

Inner T
e
m
p
l
e
 

①
 J
 .
 
ノ
ー
タ
リ
ー
「
二
人
の
干
た
ち
」
(Three
K
i
n
g
s
、
1503-10
年
）
→

②
R
・
ピ
ン
ソ
ン
の
第
1
り）
h
 (J
古
紐
名
な
し
、
1500
年
の
木
ま
で
）

③
R
・
ト
ト
ル
に
よ
る
購
人
(1556
年
初
め
）
、
死
後
に
卜
工
①
の
「
手
と
足
」
〈
T
h
e
H
a
n
d
 a
n
d
 Star)
が
移
動

④
R
・
レ
ノ
ド
マ
ン
「
シ
ョ
ー
ジ
邸
」
第
2
号
(1527-30?)

→
E
・
レ
ノ
ド
マ
ン
〈
レ
ノ
ド
マ
ン
の
妻
）
&
W
・
 
ク
ロ
ム
リ
ー
〈
円
婚
相
手
）
→

(1543
年
ご
ろ
）
→
R
・
ト
ト
ル
「
手
と
冗
J

⑤
R
・
ピ
ン
ソ
ン
「
ジ
ョ
ー
シ
邸
」
(1500
年
木
―
29
年
）
→

(1541-47
年
）
→
W・ 
パ
ウ
エ
ル
(1547-66

年）

⑤
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
テ
ィ
ル
の
保
有
小
動
芹

(1517
年
以
前
？
—
没
年
ま
て
）
→
収
益
増
加
裁
判
所

(Court
of Augmentations)

に
よ
る
肋
入
(1544
年）

⑦
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
テ
ィ
ル
ヘ
の
保
ん
不
動
産
(1512
年
か
ら
30
年
間
）
、
1529
年
に
は
別
の
人
間
に
譲
渡

R
・
レ
ソ
ド
マ
ン
「
ジ
ョ
ー
ジ
邸
J
(St. 
George)

第
1
り

R
・
レ
ッ
ド
マ
ン
「
ジ
ョ
ー
ジ
邸
」
(1530-40

年
）
→
E
・
レ
ッ
ド
マ
ン
→

H
・
ス
ミ
ス

〔

g2[ON〕芸図[
W
・
 
ミ
ド
ル
ト
ン
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o
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s
 b
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l
p
h
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y
e 又

London, Introductory N
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t
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h
e
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 to 
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o
g
e
r
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参
名
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り
）
「
権
威
的
著
書
」

二
―
ー
ニ
ニ
ニ
頁
、
ニ
ニ
―

I

b
)

プ
ラ
ク
ネ
ソ
ト
、
上
望
111

ー
〈
を
参
照
。
ベ
イ
カ
ー
、

ラ
ン
ヴ
ィ
ル
』
と
共
に
、
口
□

1

5

集
」
「
法
学
論
文
」
の
一
―

(
7
)

プ
ラ
ク
ネ
ソ
ト
、
上
掲
書
、
四
八
五
ー
四
八
八
頁
を
参
照
。

(
8
)
 
A
 C
a
t
ミ
a
g
u
e
o
f
 the L
i
b
rミ
r
y
o
f
 S
i
r
 E
d
言
r
d
C
0
蕊
W
.
0. B
a
s
s
a
l
i
 ed., 
w
i
t
h
e
 a
 P
r
e
f
a
c
e
 b
y
 S
a
m
u
e
l
 E. 
T
h
o
r
n
e
,
 L
o
n
d
o
n
.
 

1
9
5
0
.
p
.
 3
1
を
参
照
。

(
9
)
深
尾
裕
造
•
松
本
和
洋
（
訳
）
「
ク
ソ
ク
「
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
註
解
」
サ
ー
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ク
ソ
ク
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
学
提
要

第
二
部
」
よ
り
」
、
『
法
と
政
治
」
、
六
六
巻
四
号
、
二

0
一
六
、
一
七
六
頁
を
参
照
。
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
」
の
要
約
本
的
性
格
を
も
つ
『
フ
リ
ー

タ
』
は
一
六
四
じ
年
、
ク
ッ
ク
が
そ
の
著
述
を
真
正
と
見
な
し
た
『
裁
判
官
鑑
」
は
一
六
四
二
年
に
初
め
て
印
刷
さ
れ
た
。

P.
H. Winfield. 

塁
e
C
h
i
e
f
 S
o
u
r
c
e
s
 o
f
 E
n
g
l
i
s
h
 L
唸．ミ[
H
i
s
tミ
竺

C
a
m
b
r
i
d
g
e
.
1925, W
a
s
h
i
n
g
t
o
n
 D
.
C
,
 2000, rpt, p. 
263. 2
6
8
を
参
照
。

(10)

我
が
回
の
先
行
研
究
に
お
け
る
示
曖
と
し
て
、
小
山
貞
夫
『
絶
対
王
政
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
制
史
抄
説
」
（
創
文
杜
、
一
九
九
二
）
、
一
八
五

|
―
八
八
頁
（
特
に
一
八
七
頁
）
を
参
照
。

(11) 
Beale. E
a
i、[
y
E
]
i
g
[
ish L
ミ

u
]
3
ミ
蕊
p.
1
8
2
を
参
照
。

(12)

ベ
イ
カ
ー
、
上
掲
書
、
二
六
二
頁
を
参
照
。
ビ
ー
ル
は
『
リ
ト
ル
ト
ン
』
第
二
版
の
出
版
年
を
一
四
八
五
年
頃
、
マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
は
一
四
八

三
年
頃
と
す
る
。

Beale.
E
a
r
l
y
 E
n
g
l
i
s
h
 L
ミ

u」

B
o
o
k
s
,
p. 
1
8
3
及
び

M
a
x
w
e
l
l
,
E
n
g
l
i
s
h
 L
a
i
こ
0
]
8
0
0」

p.
4
5
4
を
参
照
。

(13) 
Beale. 
E
a
i、[
y
E
~
i
g
[
ish 
L
ミ
{
)
Bミ
0
ks, 
pp. 
1
8
2
ー
1
8
3
を
参
照
。
な
お
、
レ
ッ
ト
ゥ
ー
の
死
後
(
-
四
八
五
年
）
、
マ
ク
リ
ニ
ア
は
単
独
で

印
刷
事
業
を
続
け
た
が
、
一
四
八
六
年
に
は
事
裳
を
停
止
し
た
と
さ
れ
る
。
ヘ
リ
ン
ガ
『
初
朗
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
印
刷
史
」
、
八
八
頁
を
参
照
。
『
新

制
定
法
令
集
』
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
以
後
の
制
定
法
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
以
前
の
制
定
法
（
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
か
ら
エ
ド

ワ

ー

ド

ニ

世

治

世

末

ま

で

）

＇

い

ー

ハ

）

に

ピ

ン

ソ

ン

に

よ

っ

て

『

マ

ク

！

口

旧

制

定

法

令

集

』

(<e[erd‘

旦
、
以
下
『
旧
制
定
法
令
~
ー
"
'
]
。

W
i
n
f
i
e
l
d
.

T
h
e
 C
h
i
e
f
 S
m
oべ
C
'

ミ
[

History, pp. 9
 0ー9
2
を
参
ぃ

14) 
Beale. E
ミ
[yE~ig[i↑
]

[

19 0
の
他
、
J
•H. B
a
k
e
r
.
 

Pion law", T
h
e
 C
a
m
b
r
i
d
g
e
 

怠
‘
y
o
f
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h
e
B
ミ
ざ
｝
i
B
r
i
[
f□

a
n
d
 J. 
B. T
r
a
p
p
 e

d

.

,

)

i

-

J

参
照
。

¥
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海
飩
一
・
伊
藤
正
己
・
村
卜
i
s

八
，
ー
＂
で
は
、
『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
は

攣
ふ
大
学
出
版
会

一
九
七
六
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参
照
。
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
は
。
2

師
の
死
去
に
先
駆
け
て
独
1
I
f
¥

継

承

争

い

で

ジ

ェ

イ

ン

・

ハ

い

め

、

メ

ア

リ

一

世

の

即

位

□

，

K
e
i
t
h
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"
R
i
c
h
a
r
d
 G
r
 ,
｝

[
"
rミ
r
y
B
ミ
A
T
rミ
d
e
)
]
4
N
]
＇こ三

W
a
s
h
i
n
g
t
o
n
 D
.
 C., 
Lond.,c. 

J:12
亭
参
照
。

(24) 
Beale. E
a
r
l
y
 E
n
g
l
i
s
h
 L
ミ
{
)
B
0ミ
ks,
p. 
176, 
179. 
1
8
2
を
参
照
。

(25) 

H. J. 
B
y
r
o
m
,
 "
R
i
c
h
a
r
d
 Tottell ,
 
-his 
Life 
a
n
d
 W
o
r
k
"
.
 T
h
e
 L
i
b
r
a
r
y
(
4
t
h
 ser.), 
vol.8, 
pp. 
1
9
9ー

2
0
0
い
Q

よ
び

B
a
k
e
r
,
"
T
h
e
 b
o
o
k
s
 

o
f
 t
h
e
 
c
o
m
m
o
n
 law". 
p. 
4
2
8
を
参
照
。
レ
ソ
ド
マ
ン
は
、
ピ
ン
ソ
ン
の
「
シ
ョ
ー
ジ
邸
」
に
移
っ
た
後
も
以
前
の
店
舗
を
保
持
し
て
お
り
、

そ
の
死
後
は
未
亡
人
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
経
て
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ミ
ス
が
店
舗
を
一
五
四
三
年
ま
で
構
え
た
。
ス
ミ
ス
は
そ
の
後
セ
ン
ト
・
ク
レ
メ
ン

ス
・
デ
ー
ン
ズ
に
店
舗
を
移
し
た
が
、
以
前
の
店
舗
は
そ
の
ま
ま
第
二
店
舗
と
し
て
保
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

B
r
a
y
n
e
y
,
T
h
e
 

S
ミ[[ミ
iミ、
s
'
C
ミ
ミ
区
這
ミ
i
d
[
h
e
p
r
n
i
[ers o
f
 L
o
n
dミ
i
)
]
5
0
]
]
5
5
7
ミ

0[．2」
pp.
9
8
4
ー9
8
5
を
参
照
。

(26) 
B
a
k
e
r
,
 "
T
h
e
 b
o
o
k
 of t
h
e
 c
o
m
m
o
n
 law". p. 
4
2
9
及
び

B
y
r
o
m
,
"
R
i
c
h
a
r
d
 Tottell". p. 
2
0
6
を
参
ク
照
。

(27) 
B
y
r
o
m
,
 op. cit., 
p. 
2
0
3
を
参
照
。
英
語
表
記
も
こ
れ
に
従
っ
た
。

(
2
8
)
[
b
i
d
.」

p.
2
2
3
を
参
照
。
の
ち
に
大
法
官
府
の
書
記
と
な
っ
た
長
男
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
一
五
六

0
年
に
生
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
ト
ト
ル
は

リ
チ
ャ
ー
ド
・
グ
ラ
フ
ト
ン
の
娘
シ
ェ
ー
ン
と
結
婚
し
た
よ
う
で
あ
る
。

A
n
n
a
G
r
e
e
n
i
n
g
,
 "Tottell, 
R
i
c
h
a
r
d
"
.
 
0
ミ
f
o
r
d
D
i
c
[
i
ミ
ミ
r
y
o
f
 N
 

[i
ミ
ミ
[
B
尽
尽
p
h
y
[）
0[
.55, 
7
4
を
参
照
。

(29) 
Beale. E
a
r
l
y
 E
n
g
l
i
s
h
 L
ミ
{
)
B
0ミ
ks,
pp. 
1
9
9
ー2
0
6
よ
り
算
出
。

(30)

フ
ェ
ザ
ー
『
イ
ギ
リ
ス
出
版
史
』
、
三
六
三
じ
頁
を
参
照
。
例
え
ば
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ス
テ
ィ
ル
は
、
一
五
三
一
年
に
自
身
の
『
全
令
状

登
録
集
」
に
つ
い
て
七
年
間
の
出
版
独
占
権
を
構
て
い
た
。

B
a
k
e
r
,
"
T
h
e
 b
o
o
k
s
 of t
h
e
 c
o
m
m
o
n
 law". p. 
4
2
8
を
参
照
。

(31) 
B
a
k
e
r
,
 "
T
h
e
 b
o
o
k
s
 of t
h
e
 c
o
m
m
o
n
 law". p. 
4
2
7
を
参
ク
照
。
も
っ
と
も
、
ト
ト
ル
も
決
し
て
法
文
献
の
み
を
印
刷
し
て
い
た
わ
け
て
は

な

く

、

点

数

は

少

な

い

が

り

＇

け

て

い

た

。

B
y
r
o
m
.
op. c
i
t
'
v

こ
の
う
ち
、
『
ト
ト
ル
の
雑
□

(Tottel's 
M
i
s
c
e
l
l
a
n
y
)

冒
〔
ー
・
ソ
ネ
ッ
ト
」

(
S
o
n
g
e
s
ancl 
S

、
こ
れ
を
対
象
と
し
た
論

t
し

(To[[e[
、s
S
ミ
zges
ミ
i
d

口
〔
，
9

:
h
e
n
 H
a
m
r
i
c
k
 ed., 
F
a
r
n
h
1，「ニ

32) 
B
y
r
o
m
,
 op. cit ：
 p. 

は
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
死
後
の

凧
位
を
解
か
れ
て
い
る
。

a
n
d
 Joel Silver ed., 

66 (6-229) 12団〔2017.3〕



33)

（
a
)

に
つ
い
て
、

c
o
m
m
o
n
law", p. 
4
2
5
μ
-
!
 

＂` 

ゞ
フ
ィ
ッ
ツ
、

1

ー
ト
／

塁
e
L
i
b
rミ
ry(6[h
 Serzes; 

わ

せ

、

ベ

イ

カ

ー

は

こ

う

！

で

あ

っ

た

と

述

べ

て

い

る

。

い

law", 
p. 
4
2
7
を

参

照

。

ベ

ー

登

場

す

る

店

舗

に

つ

い

て

、

．

S
u
n
)

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
プ
ロ
マ
ー
の
指
摘
に
従
っ
て
い
る
。

H
e
n
r
y
H
.
 P
l
o
m
e
r
,
 "
A
n
 I
n
v
e
n
t
o
r
y
 of W
y
n
k
y
n
 D
e
 

W
o
r
d
e
 ̀

 
s
 H
o
u
s
e
'
T
h
e
 S
u
n
 in F
l
e
e
t
 S
t
r
e
e
t
'
i
n
 1553", 
T
h
e
 Lib!'. ミ
y
(
3
r
d
ser.), 
vol.6, 
1915, pp. 2
2
8
ー2
3
4
を
参
照
。
ハ
ン
フ
リ
ー
・
パ
ウ

エ
ル
に
つ
い
て
は
、

B
r
a
y
n
e
y
,
T
h
e
 Stat
尽
z
e
r
s
'
C
ミ
ミ
苔
ly
ミ
i
d
[
h
e
p
r
i
]
[
[ers o
f
 L
ミ
i
dミ
l、
]
5ミ
'
]
5
5
7
尽
[.2, 
p. 
6
1
4
を
参
照
。
な
お
、

ハ
ー
ト
レ
ソ
ト
の
後
を
継
い
だ
ト
マ
ス
・
パ
ウ
エ
ル
を
含
め
、
彼
ら
三
人
の
パ
ウ
エ
ル
た
ち
に
土
縁
関
係
が
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

(34)

法
曹
人
口
及
び
訴
訟
件
数
の
拡
大
に
つ
い
て
、

C.
W
.
 B
r
o
o
k
s
,
 L
a
w
y
e
r
s
,
 
Litigation
ミ
i
d
E
~
i
g
[
ish 
S
o
c
i
e
t
y
 since 
1
4
5
0
,
 L
o
n
d
o
n
 

a
n
d
 R
i
o
 G
r
a
n
d
e
,
 1998, pp. 1
9
ー24,
p. 
1
8
2
を
参
照
。

(35)

さ
し
あ
た
り
、
深
尾
裕
造
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
学
識
法
曹
の
形
成
」
、
上
山
安
敏
編
『
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
杜
会
史
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
一
九
八
じ
）
、
四
ニ
ー
四
八
頁
を
参
照
。

(36)

ピ
ン
ソ
ン
は
同
時
に
活
字
も
調
達
し
た
と
さ
れ
る
。
ヘ
リ
ン
ガ
『
初
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
印
刷
史
」
、
一
―
四
ー
一
―
五
頁
を
参
照
。

(37) 
B
a
k
a
r
,
 "
T
h
e
 b
o
o
k
s
 o
f
 t
h
e
 c
o
m
m
o
n
 law", p. 
4
2
1
を
翠
ク
照
。
ま
た
『
裁
判
所
管
轄
相
違
論
」
は
フ
ィ
ソ
ツ
ハ
ー
バ
ー
ト
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
る
。

M
a
x
w
e
l
l
.
E
n
g
l
i
s
h
 L
e
筵

[
0
]
8
00, 
p. 
2
5
9
及
び
、

H
o
l
l
s
w
o
r
t
h
,
A
 H
i
s
t
ミ、
y
o
f
 E
n
g
l
i
s
h
 L
ミミ

vol.2,p.
5
2
4
を
参
照
。

(38) Cecil• 

H
.
 C
l
o
u
g
h
,
 "Rastell, 
John", 
O
x
f
o
r
d
 Dictz
ミ
ミ
違
ミ
,f
N
a
t
z
ミ
ミ
[
B
i
o
g
rミp
h
y
t
)
0
[
.46, 
p. 
8
0
の
は
か
、

A
m
e
s
,
T
y
p
o
g
r
a
p
h
i
c
ミ

A
ミ
号
ミ
ies,
vol.3 .. 
pp. 
8
1
ー
1
1
0
、
ヘ
リ
ン
ガ
『
初
踪
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
印
刷
史
』
、
一
八
四
頁
を
参
照
。
ラ
ス
テ
ィ
ル
が
印
刷
業
者
と
し
て
開
裳

し
た
背
景
は
、
外
匡
人
印
刷
業
者
の
誘
致
政
策
（
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
朗
）
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
人
印
刷
業
者
の
保
護
政
策
（
ヘ
ン
リ
七
世
］
ヘ
ン
リ

八
世
朗
）
へ
の
転
換
の
一
環
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
ラ
ス
テ
ィ
ル
が
閲
裳
し
た
の
と
ほ
ぽ
同
時
朗
で
あ
る
一
五
一
五
年
の
外
匡
人
特
別
税
の
倍

増

に

始

ま

り

、

外

匡

人

徒

望

，

一

年

）

・

外

匡

人

に

よ

る

印

刷

11バー幻
9

，八
□

，

JL
年
）
へ
と
短
朗
間
に
展
閲
.
か
]

箕

輪

成

男

『

近

代

「

出

版

苫

一

、

一

四

二

頁

を

参

照

。

39)

こ
の
は
か
、
『
ア
サ
/

A
s
s
i
s
 a
r
u
m
)

を
初
め
て
：
パ
ー
／

L
旦
さ

[
0
]
8
ミ）」

p.
3
1
4
)
、

ラ

ス

テ

ィ

ル

が

フ

ィ

ッ

ツ

ハ

ー

ハ

ー

ト

'
ー
ル
で
あ
り

(
M
a
x
w
e
l
l
,

の
出
版
を
予
告
し
て
い
る
こ
'

Rastell's 
I
n
v
e
n
t
o
r
y
 of 

：□

/
午
報
へ
の
言
及
が
な
い
こ
‘

>’

•

T
h
e
 b
o
o
k
s
 of t
h
e
 c
o
 

ー
・
ウ
ォ
ー
ド
の
「
太
陽
」
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了 ド初期印刷史における法文献印刷

広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

o
f
E
~
i
g
[
ish 
L
e
gミ

ー
五

0
八

頁

を

参

照

。

ア

ィ

ル

単

独

で

は

な

く

、

ピ

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
c

『
ラ
ン
ド
印
刷
史
」
、
一
五

0

ジ

ョ

ン

・

ラ

ス

テ

ィ

ル

の

巴

扱

っ

て

い

る

が

、

マ

ク

ス

ウ

'

る。

Beale.
op. cit ：
 pp. 1
9
 0ー

1
9
1
及
び

M
a
x
w
e
l
l
.
op. cit ；」

p.
1
8
を
参
照
。

(40)

ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
テ
ィ
ル
に
よ
る
『
刷
定
法
要
録
」
の
英
訳
は
、
原
語
（
ラ
テ
ン
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
）
を
併
記
し
た
対
訳
方
式
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
方
式
を
採
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
彼
は
「
種
々
の
刷
定
法
の
用
語

(
t
e
r
m
)

や
文
言

(
w
o
r
d
)

が
、
ラ
テ
ン
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の

ど
ち
ら
も
、
英
語
に
適
切
に
翻
訳
す
る
の
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

M
a
x
w
e
l
l
.
E
n
g
l
i
s
h
 L
a
w
 to 
1
8
0
0
.
 p. 
5
6
4

の
6
を

参
照
。

Beale.
E
a
r
l
y
 E
n
g
l
i
s
h
 L
ミ
u
こ
30
oks, 
p. 
169. 
1
9
1
で
は
『
博
士
と
学
徒
」
第
一
部
の
初
版
は
一
五
二
八
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、

A
m
e
s•• 

A
m
e
s
.
 T
y
p
o
g
r
a
p
h
i
c
a
l
 A

ミ
号
ミ
ies.
vol.3. 
p. 
8
6
及
び

Winfield.
T
h
e
 C
h
i
e
f
 S
o
u
r
c
e
s
 o
f
 E
n
g
l
i
s
h
 L
e
g
a
l
 History, 
p. 
3
2
3
で
は
一
五
二

三
年
の
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
S
t
•G
e
r
m
ミ
i
5
D
o
c
[ミr
d
~z
d
 S
t
u
d
e
芦

T
.
F. 
T
.
 P
l
u
c
k
n
e
t
t
 a
n
d
 J. 
L. 
B
a
r
t
o
n
 e
d
 

•• 

S
e
l
d
e
n
 S
o
c
i
e
t
y
 

vol. 
91. 
1974. 
!xix
も
参
照
。
『
ノ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
律
用
語
辞
典
』
と
後
世
へ
の
影
評
に
つ
い
て
は
、

H.J• 

G
r
a
h
a
m
.
 "
T
h
e
 Rastells 
a
n
d
 t
h
e
 

P
r
i
n
t
e
d
 E
n
g
l
i
s
h
 L
a
w
 B
o
o
k
 o
f
 t
h
e
 R
e
n
a
i
s
s
a
n
c
e
"
,
 L
a
w
 L
i
b
r
a
r
y
 J
ミミ、）
id[)
vol.47. 
1
9
5
4
.
p
p
.
 2
1ー

2
2
-¥l<J
茨
名
既
。

(41)

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
一
生
は
宗
教
改
革
の
影
響
と
不
可
分
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
五
三
九
年
に
法
曹
資
格
を
獲
得
し
、
一
五
四
九
年
に
は
イ

ン
の
収
入
役

(
t
r
e
a
s
u
r
e
r
)

に
選
出
さ
れ
た
が
、
同
年
末
か
ら
メ
ア
リ
一
世
が
即
位
す
る
一
五
五
三
年
ま
で
は
ル
ー
バ
ン
で
亡
命
生
活
を
送
っ

て
い
る
（
こ
の
時
フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
ハ
ー
ト
の
『
新
令
状
論
』
の
目
次
を
作
成
し
て
い
た
と
さ
れ
る
）
。
メ
ア
リ
の
死
後
に
エ
リ
ザ
ヘ
ス
一
世
か
ら

も
裁
判
官
と
し
て
の
再
任
を
受
け
た
が
、
一
五
六
二
年
に
退
官
し
て
再
び
ル
ー
バ
ン
に
移
り
、
一
五
六
五
年
に
死
去
す
る
ま
で
当
地
を
離
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

J
•H
.
 B
a
k
e
r
.
 "Rastell. William". O
x
f
o
r
d
 D

ミ
尽
ミ
r
y
o
f
N
,
 
尽
ミ
[
B
i
o
g
r
d
p
h
y
t
)
0
[.46. pp. 8
2
-
8
3
を
参
照
。

(42)

ウ
ィ
リ
ア
ム
に
よ
る
出
版
に
つ
い
て
は
、

G
r
a
h
a
m
.
op.cit., 
pp. 
1
2ー

1
3

の
は
か
、

A
m
e
s
.
T
y
p
o
g
r
a
p
h
i
c
a
l
 A

ミ
号
ミ
ies.
vol.3. 
L
o
n
 ,
 

d
o
n
.
 1816. H
i
l
d
e
s
h
e
i
m
.
 l
 DGJ. rp., p
 

• 

+
参
照
。

43)

『
ト
ラ
ク
ト
』
の
刊
汀
i
i
/；
り
¥
同
書
は
『
旧
令
状
論
』
、
『
新
八
ぃ
仄
□

‘

答
の
規
定
』

(Articuli
a
d
 iiu
ニ

ヘ

ミ

、

治

安

判

事

の

書

』

、

『

復

命

令
□

し

所
開
廷
要
領
』
、
『
裁
判
所
竺
，
ロ
~
川
＇
口
‘
'
汀
、
『
財
務
府
布
告
集
」

＼
 

>
＼
t
 

ー
、
『
リ
ト
ル
ト
ン
』
、
『
新
た
ふ
ふ

□

ー
只
門
11バ
刈
廷
要
領
』
、
『
ハ
ン
ド
レ
ッ

口
＂
ド
文
に
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は

ラ
ク
ネ
ッ
ト
、
上
掲
書
、
デ

ォ
ー
ド
と
の
共
同
出
版
で
あ

ン
ソ
ン
の
関
与
を
示
唆
し
つ

戸
stell
o
r
 d
e
 W
 o
r
d
e
」
と
し

l✓ l 
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□

お．
d
[

Histミ、y,
p. 
3
2
3
及
び
、

ベ
onceverte,
1985, pp. 211‘

>"

状

論

」

、

『

旧

土

地

法

論

」

、

口

の

ジ

ェ

ン

ト

ル

マ

ン

た

キ

‘

[

つ

有

益

な

も

の

で

あ

り

学
校
に
通
う
子
ど
も
達
が
＼
い
口
＇
人
＇
，
べ
学
ぶ
よ
う
に
、
法
の
学
習
を
[
’
ー
〗
に
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
」

て
い
る
。

H.
S. 
Benett. 1,Hg 

n
;
d
 I
ミ
d
e
r
s
147!-
ご
0
]
5
5
N
2
n
d
 ,,c: 

•• 

r
 
,
 pt, 
p. 
8
3
を
参
照
。
『
新
訴
ハ
□

冒

集
』
と
『
新
た
な
訴
答
の
ロ
パ

(44)

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
『
制
定
法
集
成
」
に
つ
い
て
は
W
・
S
.
Hollsworth, A
 History o
f
 E
n
g
l
i
s
h
 L
a
w
,
 vol・4, 
3
r
d
 ed・・3rd impression. 

L
o
n
d
o
n
.
 1977, 
pp. 
3
1
1
ー
3
1
2
も
参
照
。
ま
た
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
律
用
語
辞
典
』
は
、
父
シ
ョ
ン
に
よ
る
出
版
で
は
『
旧
令
状
論
』
と
の
合
本

53
 
2
 
6
 

で
あ
っ
た
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
よ
る
改
訂
に
伴
い
『
旧
土
地
法
論
』
と
の
合
本
に
変
更
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
も
渡
り
一
九
世
紀
ま
で
版
を
重
ね
た
。

M
裟
well.
E
n
g
l
i
s
h
 L
ミ
こ
こ
8
0
0, 
pp, 
1
0
ー
1
1
を
参
照
。

66
 

学

(45) 
Beale. E
a
r
l
y
 E
n
g
l
i
s
h
 L
ミ
{
)
B
0ミ
ks,
pp・261ー262.
264; M
a
x
w
e
l
l
,
 E
n
g
l
i
s
h
 L
a
w
 to 
1
8
0
0
.
 p
・
5
5
3
.
p
p
.
 5
6
4
ー
5
6
5
を
参
照
。

(46)

同
書
の
基
本
的
な
性
格
や
後
世
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
W
i
n
f
i
e
l
d
,
C
h
i
e
f
 sources 
o
f
 E
n
g
l
i
s
h
 L
唸
‘
ミ
H
i
s
t
o
r
y
,
p. 
3
3
0
及
び
、
H
o
l
l
s
'
法大

worth, A
 History o
f
 E
n
g
l
i
s
h
 L
a
w
,
 vol・5, 
p. 
3
8
8
を
参
照
。
ウ
ィ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
れ
ば
、
一
六
ニ
―
年
版
は
『
リ
ト
ル
ト
ン
」
と
の
合
反7a
 

本
で
あ
る
。
B
a
k
e
r
,
"
T
h
e
 b
o
o
k
s
 of the c
o
m
m
o
n
 law", p. 
4
2
6
で
は
『
リ
ト
ル
ト
ン
」
の
補
完
的
性
裕
の
も
の
と
も
評
さ
れ
て
い
る
。
同
書

は
一
七
世
紀
に
英
訳
さ
れ
、
一
九
世
紀
ま
で
版
を
重
ね
た
。
M
裟
well,
E
n
g
l
i
s
h
 L
ミ
こ
0
]
800. pp. 4
8
5
-
4
8
6
を
参
照
。

(47) 
Baker, "
T
h
e
 b
o
o
k
s
 of the c
o
m
m
o
n
 law". p. 
421; Hollsworth, A
 Histm、y
o
f
 E
n
g
l
i
s
h
 
Law• 

vol.5, pp. 3
8
8
ー
3
8
9
を
翠
后
原
。

(48) 
M
a
x
w
e
l
l
,
 English L
a
w
 t
こ
8
0
0.
 p. 
2
2
7
を
参
照
。
治
安
判
事
に
関
す
る
フ
ィ
ソ
ツ
ハ
ー
ハ
ー
ト
の
草
稿
は
、
一
五
一

0
年
ご
ろ
か
ら

既
に
匿
名
で
流
布
し
て
い
た
と
ホ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
は
述
べ
て
い
る
。
H
o
l
l
s
w
o
r
t
h
,
A
 History o
f
 E
n
g
l
i
s
h
 L
ミ
{
)
•vol・4, 
pp. 
1
1
5
ー
1
1
6
を
参
照
。

ま
た
、
同
書
か
ら
の
抜
粋
書
と
し
て
、
『
シ
ェ
リ
フ
、
ベ
イ
リ
フ
、
不
動
産
復
帰
官
、
地
方
治
安
官
、
コ
ロ
ナ
の
職
務
』

(
O
]
ce 
o
f
 Sheriff夏

B
ミ
ミ
f
e
s
o
f
言
er[ies, 
E
s
c
h
ミ
さ
ミ
、
s
,
Cミzstables,
ミ
i
d
C
ミ
、
ミ
ミ
、
s
)
が
レ
ソ
ド
マ
ン
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
、
以
後
ト
ト
ル
の
時
代
ま
で
何
度

も
再
版
さ
れ
た
。
M
a
x
w
e
l
l
,
op. ミ

ピ

ン

ソ

ン

に

よ

っ

て

一

五

一

ー

＂

主

に

バ

ー

ト

レ

ッ

ト

の

[

]

j

worth. op.cit., 
p. 
114. 
fn 1
 

は
か
、
M
a
x
w
e
l
l
.
op. cit ：
て

40) 
Winfield. 
T
h
e
 C

戸

E
s
s
a
y
s
 in 
English Leg, ミ

こ
・man's
D
o
c
t
m
、
ミ
z
d
Stud, 

126(〕
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山

）

ト

ト

ル

の

存

命

中

、

バ

ラ

ス

テ

ィ

ル

と

プ

ル

ト

ン

の

ー

人

議

を

申

し

立

て

て

お

り

、

ト

・

1

の
息
子
ウ
ィ
リ
ア
ム
も
ま

f
1
,
1

ふ
ー
が
ラ
ス
テ
ィ
ル
の
要
録
を
印
口
1
1
'
,
／

i
~
権
の
侵
害
で
あ
る
と
の
由
守
1
／
了

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
忙
エ
ロ
、
ハ
，
・
ロ
ン
は
お
そ
ら
く
ト
ト
ル
側
口
'
1
i
i
J
.
9
/
]
と
す
る
。

C
・
イ
ェ
ッ
ハ
ー
ト
‘
い

ト
ト
ル
の
独
占
権
を
引
き
置
し

1
1
.
9
,
•

い
こ
プ
ル
ト
ン
の
要
録
に
つ
い
ー
ロ

□

“
•
こ
巧e
)
が
あ
り
、
ト
ト
ル
の
独
ー
1
門

の
対
象
で
あ
る
法
文
献

(
l
a
w
b
o
o
k
s
)

は
こ
の
二
つ
を
含
む
と
の
判
断
が
示
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

B
y
r
o
m
,
"
R
i
c
h
a
r
d
 

Tottell ,
 
his 
Life 
a
n
d
 W
o
r
k
"
,
 pp. 2
2
4
ー
2
2
9
を
参
照
。
プ
ル
ト
ン
の
要
録
の
一
五
七
七
年
版
は
、
コ
ロ
フ
ォ
ン
よ
り
一
月
と
―
一
月
の
二
度
に

印
刷
さ
れ
た
こ
と
が
ビ
ー
ル
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

Beale,
E
ミ
[
y
E
]
i
g
[
ish L
e
旦
B
ミ
蕊
p.
2
6
3
を
参
照
。

(51)

そ
れ
そ
れ
の
出
版
に
つ
い
て
、

M
a
x
w
e
l
l
.
E
n
g
l
i
s
h
 L

ミこ
0
]
8
0
0
,
 p. 
278, 2
7
9
を
参
照
。

(52) 
M
a
x
w
e
l
l
,
 E
n
g
/
i
s
}
こ
恒
こ
こ
き
。
.
p. 
4
7
9
を
参
照
。

（
翌
プ
ラ
ク
ネ
ソ
ト
、
上
掲
書
、
五

0
九

五

一

0
頁
、
L
.
W
.
 A
b
b
o
t
t
,
 L
a
w
 R
e
p
o
r
t
i
n
g
 in 
E
n
g
l
a
n
d
 1
4
8
5
-
1
5
8
5
,
 L
o
n
d
o
n
,
 T
i
p
t
r
e
e
,
 

E
s
s
e
x
,
 
1973, 
p. 
2
9
及
び
、

Beale,
E
a
i、[
y
E
~
i
g
[
ish 
L
ミ

U
)
B
0
ミ
窃

pp.
2
7
2
ー2
8
7
を
参
照
。
ト
ト
ル
に
よ
る
法
廷
年
報
の
再
印
刷
は
、
治
世
朗

全
体
あ
る
い
は
一
定
の
範
団
で
の
合
本
の
形
式
を
取
る
も
の
も
あ
っ
た
。

(54)

ベ
イ
カ
ー
は
ト
ト
ル
の
法
文
献
の
印
刷
独
占
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
校
訂
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
の
依
拠
を
妨
げ
る
結
果
に
な
っ
た

な
ど
の
批
判
的
評
価
を
下
し
て
い
る
。

B
a
k
e
r
,
"
T
h
e
 b
o
o
k
s
 o
f
 t
h
e
 c
o
m
m
o
n
 law", p. 
4
3
1
を
参
照
。

(55) 
Beale. E
a
尋
E
}
i
g
[
ish 
L
ミ

U
)
B
ミ
蕊
p.
2
9
8
を
参
照
。
『
リ
ー
ト
裁
判
所
と
領
主
裁
判
所
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
キ
ソ
チ
ン
の
著
作
が
数

年
と
い
う
当
時
と
し
て
は
短
い
朗
間
に
何
度
も
再
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
キ
ッ
チ
ン
の
著
作
の
人
気
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
こ
の
時
朗
、

R
．
ク

ロ
ン
プ
ト
ン
に
よ
る
フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
ト
『
治
安
判
事
の
職
務
と
権
限
』
の
増
補
版
も
ト
ト
ル
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
お
り
、
計
四
版
を
数
え

て
い
る
。

M
a
x
w
e
l
l
,
E
n
g
l
i
s
h
 L

ミこ
0
]
8
ミ
p.
227(27)
を
参
照
。

(56) 
B
a
k
e
r
,
 "
T
h
e
 b
o
o
k
s
 of t
h
e
 c
o
m
m
o
n
 law", p. 
4
2
6
及
び

M
a
x
w
e
l
l
,
E
n
g
l
i
s
h
 L
a
w
 to 
1
8
0
0
,
 p. 
4
8
5
の
(55)
と

(56)

を
参
照
。

）
『
治
安
判
事
の
書
」
、
］
，

□

，1
バ
年
数
に
つ
い
て
は
、

Beale,

1
;

、こ
oks,
pp. 
1
2
8
ー
129,
2
8
8
ー2
竺
1
万

『
旧
令
状
論
』
と
『
旧
土
砂
／
〗
＂
I
r
．
こ

'
9
]

：
pp. 2
9
1
ー
2
9
2
を
参
照
。

',1
久
判
事
の
書
』
等
の
合
本
が
計
1/
，入'

『
旧
令
状
論
』
が
原
語
版
マ
ー
・
ー
＾
・
人
9

ー
ロ
版
を
数
え
た
。

D
.
E
.
 
C• 

Y
a
l
e
,
"
'
O
f
 

S
o
m
e
 L
a
t
e
r
 U
s
e
s
 o
f
 

C
u
s
t
o
m
s
 o
f
 E
n
g
l
a
n
d
.
,
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::--, 
,
¥
竺
リ
S
堂

"Auctor"
竺
裂
翌
C
"autl

『
1-f□
-fl、'.
へこ、へヘい

J
_
_
)
'
姜
翠
..,;μ;J
菜
旦
逹
ヘ
:
_
,
・
,
D
い
ぐ
1
:.1lJ¥'bJL 

"Authority 
a
n
d
 Preced

い
）

L
a
w
 a
n
d
 Authority in 

1刀＇，各ヽ
l.1・gu! flist,,1

>
!200-1900, M

a
r
k
 G

odfre
>

ed.
C.1

〗]'.)『）、、!1c.
f
(
U
i
 :J. 
72
如
鈴
言

哀
）
Stowe! v. 

L
o
r
d
 Zouch, 
1. 
P
l
o
w
d
e
n
 357 

-1--\J幽
匡
匡
怪
⇒
心
叶
ギ

..L2'
入
弄
讐
妥
『

•1'11'~..L
,
¥
』
如
下
匹
⇒
い
こ
心
忍
や
ニ
芸

写
芸
{I]]詠
条
三
=
並
こ
送
怪
心
闘
釦
2
i-0..iiJ C
心
S
雪
記
心
謳
王
c
辺
唸
ゃ
埒
心
勾
差
で
心
菜
¥J:;,
心
乃
見
祁
尺
栂
言

忘
）
"
A
n
d
 in 
this 
case it 
w
a
s
 well observed, Glanvil, 

Bracton, Britton a
n
d
 Fleta, 
m
a
y
 be v
o
u
c
h
e
d
 for 
antiquity 

and orna-

m
e
n
t
 in 
cases w
h
e
r
e
 they concur with the later 

authority of 
law a
n
d
 do not i

m
p
u
g
n
 the c
o
m
m
o
n
 experience a

n
d
 allow-

ance in 
judicial proceedings at this 

day", 8
 Co. Rep. 34a, at 35 -1--\J~\臣

゜
⇒
会
⇒
屯
全
心
’
ー
・
心
'
,
-
-
2
'
r
-
-
ぐ
，
'
!
-
<
芸
匡
讐
辻
C
蒜卦
□
旦

◇
 こ
い
,
~
>
~
 茶
翌
如
S
辛
赴
口
心
呼
旦
惹

=~___l
¥J:;, 
心
C
,
{
や
母
心
ぶ
ヤ
心
0
I.Williams, 

"
A
 mediecal b

o
o
k
 a
n
d
 early-modern 

law: Bractmz's authority a
n
d
 application in 

the c
o
m
m
o
n
 law c. 
1550-1640", 

Tzfdschrzft voor Rechtgeschiedenis /
 the Legal 

History Review, vol.79, p. 
61, 
fn. 
7
り
お
臨
淫
゜

(<0) 
T
h
r
o
c
k
m
e
r
t
o
n
 v. 
Tracy, 1. 

Plowden, 159
如
翁
言

（さ）
J. 
H. Baker, T

h
e
 Oxford History of the L

a
w
s
 of England, vol.6: 

1483-1558, Oxford, 2003, p. 
23, 
fn. 
91
如
i¥¥
匿゚

氾
）
Bracton(Vulgate),"T. 

N. 
Candido lectori 

S." 
"'1i¥¥
言
←
・
Z
全
巨
脚
¥
'
-
-
'
母
心
全
叫
こ
ぐ
坦
こ
旦
翌
ヤ
心
瞬
に
声
芦
翌
崇
叫
⇒
¥J' 

Yale, "'Of N
o
 M
e
a
n
 Authority'", p. 

386, fn.16 
-1--\J~\芦

(1:) 
K
ぷ
八
ド
ヤ
―
ユ
S
葉
岩
旦
0:;,
い
ゴ
J.
H. Baker, 

"Stanford, 
Sir 
William", 

Oxford Dictionary of National Biography 

vol.52, 
109 -1--\J~\臣

゜
瑯
腿
皿
C
壬
墜
母
認
し

0
:;, 
¥J
竺
'
M
a
x
w
e
l
l
,
English L

a
w
 to 
1800, p. 
119, 365

知
~
\
国
『
国
王
只
茫
婆
冦
』
竺
k

ぷ
，
＼
ド
ヤ
ー
ユ
C
犀
送
旦
壬
萎
幻
ニ
心
全
＇
罫
経
C
話
測
芝
吐
以
弓
=
I
ば
閂
く
母
り
ぐ
勾
め
菜
心
゜

9N[ 

（苫Z,9) 99 (
~
 

坦¥心三）

N
e
w
 York, 1979, "

T
h
e
 

Sir William Staunf, 了し

tori" 
(
冨
慰
国
召
_l)
如
店
、
:
:

直
e
Kinges prerogative, 

history 
in 
the 
m
o
d
e
r
n
 

Classics of 
English legJJ 

era, 
N
e
w
 York, 1979, 
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T
h
r
o
c
k
r
n
e
r
t
o
n
 v. 

6
 
68) 
R
a
n
u
l
f
 d
e
 Glanvi!IE-. 

et 
c
ミ
1suetudi1
忌
u
s
regn; "
 

1
6
0
4
.
 
"
T
h
e
 P
r
i
n
t
e
r
 to 
t
b
0
 

,
)
を
参
照
。

5
)
 
Sir E
d
w
a
r
d
 C
o
k
e
,
 
T. 

Institutes o
f
 the L
a
w
s
 o
f
 

フ
ォ
ー
ド
の
説
得
と
周
旋
に
よ
っ
て
」
と
説
得

(persuation)

の
語
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

(70)

ト
ト
ル
は
同
年
、
「
定
番
」
の
文
献
で
あ
る
『
リ
ト
ル
ト
ン
』
、
『
博
士
と
学
徒
』
、
フ
ィ
ソ
ツ
ハ
ー
バ
ー
ト
の
『
治
安
判
事
の
職
務
と
権
限
』

な
ど
を
、
自
身
の
元
で
初
め
て
印
刷
し
た
。

Beale.
E
a
r
l
y
 E
n
g
l
i
s
h
 L
ミ

W

B
ミ
蕊
p.
1
9
9

を
参
照
。

(71) 
Beale. E
a
r
l
y
 E
n
g
l
i
s
h
 L
ミ

u
こ
3

ミ
蕊
pp.
1
9
9ー

2
0
4

を
参
照
。
ラ
ス
テ
ィ
ル
『
訓
定
法
集
成
』
は
そ
の
後
も
数
年
毎
に
印
刷
さ
れ
た
。

(72)

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
を
「
特
別
出
版
」

(
e
x
t
r
a
o
r
d
i
n
a
r
y
publication)

と
呼
ん
で
い
る
。
ト
ト
ル
に
お
け
る
『
ブ
ラ
ク

ト
ン
』
印
刷
の
位
置
つ
け
と
合
わ
せ
て
、

Williams.
"
 A
 rnediecal b
o
o
k
 a
n
d
 e
a
r
l
y
 ,
 
m
o
d
e
r
n
 l
a
w
 ". 
pp. 5
5
-
5
6

を
参
照
。

(73) 
B
r
a
c
t
o
n
(
V
u
l
g
a
t
e
)
.
"
T
.
 N
.
 C
a
n
d
i
d
o
 lectori 
s:・ 
を
参
照
。

(74)

「
あ
ら
ゆ
る
裁
判
所
の
訊
定
や
事
例
が
、
同
上
の
法
の
一
定
の
諸
原
理
、
諸
規
則
、
諸
根
拠
の
元
に
集
め
ら
れ
、
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
ら

ゆ
る
項
目
が
、
そ
れ
自
体
固
有
の
分
類
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
、
秩
序
づ
け
ら
れ
、
配
列
さ
れ
る
な
ら
：
・
…
」
（
e
v
e
r
y
title 
b
y
 itself 
s
o
r
t
 a
s
 

t
h
a
t
 all 
t
h
e
 judicial] a
c
t
e
s
 a
n
d
 c
a
s
e
s
 in t
h
e
 s
a
m
e
 m
i
g
h
t
 b
e
 b
r
o
u
g
h
t
 a
n
d
 a
p
p
e
a
r
 u
n
d
e
r
 certain principles. rules a
n
d
 g
r
o
u
n
d
s
 

of t
h
e
 said l
a
w
s
…….） 

S
t
a
u
n
f
o
r
d
.
 A
n
 ExfJositon 
o
f
 the K
i
n
g
e
s
 jJrerogative. 
"
T
h
e
 Preface・・ 
を
参
照
。
T
•
N

は
ブ
ラ
ク
ト
ン
が
ユ
ス

テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
『
法
学
提
要
』
や
ロ
ー
マ
法
に
通
じ
て
お
り
、
「
適
切
で
明
瞭
な
配
列
に
よ
っ
て
」

(
c
o
m
m
o
d
o
et p
e
r
s
p
i
c
u
o
 ordine)

イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
法
を
語
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
と
す
る
。

B
r
a
c
t
o
n
(
V
u
l
g
a
t
e
)
,
"T. N
.
 C
a
n
d
i
d
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〗
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